
平成２3年度交通安全標語
コンクール入選作品

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の
標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご
紹介していきます。（学校名・学年は当時）
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どぶろく歌瀬
すくすく育て
農業コンクール

　１月２８日、蘇陽総合支所大ホールで開催された九州山地神楽
祭り。仁瀬本神社神楽、白石神楽のほか県内外４つの団体が、そ
の地に受け継がれる伝統の神楽のダイジェスト版を披露。会場を
埋めた３００人の神楽ファンを楽しませました。写真は白石神楽
の八雲舞（４～５ページに関連記事）

　
優
れ
た
農
業
経
営
や
、農
業
を
支
援
す

る
活
動
を
し
て
い
る
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
・

Ｊ
Ａ
な
ど
農
業
団
体
・
熊
本
日
日
新
聞

主
催
）。第
52
回
を
迎
え
た
今
回
、興
梠
修

さ
ん
・
新
子
さ
ん
（
上
差
尾
）
が
経
営
体

部
門
の
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ト
マ
ト
（
中
玉
）
80
ａ

を
中
心
と
し
た
経
営
を
行
う
興
梠
さ
ん
。

貯
水
池
を
作
り
、雨
水
を
竹
炭
で
浄
化
す

る
灌
水
技
術
を
活
用
し
て
農
業
用
水
を

確
保
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
確

立
し
て
い
ま
す
。冬
場
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

を
組
み
合
わ
せ
て
、効
率
的
な
労
働
を
実

施
。３
年
前
に
、
息
子
さ
ん
を
含
ん
で
家

族
経
営
協
定
を
結
び
、さ
ら
な
る
作
業

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ

阿
蘇
の
理
事
も
務
め
る
修
さ
ん
。新

子
さ
ん
と
と
も
に
地
域
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

興
梠
さ
ん
夫
妻
は
、
２
０
０
８
年
に

は
、
県
野
菜
振
興
協
会
が
主
催
す
る

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。「
山
間
地

で
も
、
工
夫
し
て
農
業
用
水
を
確
保

で
き
れ
ば
、
立
派
な
ト
マ
ト
を
作
れ

る
と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
た
。」

と
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
地
域
貢
献

賞
」を
飯
開
政
俊
さ
ん（
男
成
）が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。飯
開
さ
ん
は
、
イ

チ
ゴ
農
家
と
し
て
新
し
い
技
術
を

積
極
的
に
導
入
、
普
及
に
協
力
し
て

生
産
者
の
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

の
理
事
、
町
農
業
委
員
を
歴
任
さ

れ
、
地
域
農
業
の
課
題
解
決
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊本県農業コンクール大会経営体部門　優良賞

興梠　修さん・新子さん
（上差尾）

興梠修さん（左）・新子さん

飯開政俊さん

地
域
貢
献
賞
に
飯
開
政
俊
さ
ん

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

ト
マ
ト
部
会
が
優
賞

　
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
が
主
催
す
る
第
53

回
熊
本
県
野
菜
振
興
大
会
が
、
２
月
７
日
熊
本

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
第
１
回
野
菜

組
織
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
、Ｊ

Ａ
か
み
ま
し
き
ト
マ
ト
部
会
（
藤
原
修
一
部
会

長
）が
優
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
部
会
な
ど
組
織
で
の

活
動
が
評
価
さ
れ
ま
す
。目
標
を
た
て
、
そ
の

成
果
と
プ
ロ
セ
ス
が
審
査
さ
れ
る
も
の
で
、
今

回
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
ト
マ
ト
部
会
は
、①
生
産
性

の
向
上
②
品
質
向
上
③
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
の

目
標
を
設
定
。そ
の
目
標
へ
の
活
動
内
容
と
成

果
が
認
め
ら
れ
た
優
賞
で
す
。

受賞式の部会役員の方々。
左から荒木孝夫清和支部副支部長、藤原修一部会長、山村
信一郎副部会長。

舞い降りた神々の舞い
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国
の
借
金
が
１
０
０
０
兆
円
に
達

す
る
と
い
う
の
に
、
あ
い
か
わ
ら
ず

円
高
外
貨
安
の
為
替
市
場
で
す
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
、
福
岡
県
で
行
っ
て

い
た
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
多
目
的
車

（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）
の
生
産
を
、
ア
メ
リ
カ

に
全
面
的
に
移
管
す
る
と
い
い
ま

す
。
輸
出
依
存
の
日
本
の
経
済
を
揺

る
が
す
大
き
な
条
件
に
、
国
も
市
場

介
入
を
行
い
ま
し
た
が
、
財
務
大
臣

が
そ
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
と
い

う
こ
と
で
、
国
会
で
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
国
政
に
お
け
る
大
所
高
所
と
枝
葉

末
節
の
議
論
に
、
日
本
が
向
か
う
べ

き
方
向
性
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る

政
治
の
世
界
に
、
正
し
い
強
さ
を

も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
を
期
待
し

ま
す
。

　
大
阪
市
の
橋
下
市
長
が
率
い
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
に
期
待
す
る
市

民
の
心
根
に
、
政
治
家
は
も
っ
と
鋭

意
に
触
覚
を
磨
く
べ
き
で
す
。
戦
後

の
復
興
に
続
く
繁
栄
に
安
住
し
て
き

た
日
本
の
体
制
に
疲
労
が
き
て
い

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
と
津

波
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
原
発
問

題
を
誘
発
し
、
日
本
の
国
難
と
も

い
う
べ
き
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

復
興
に
も
巨
額
の
国
債
発
行
に
よ

る
財
源
調
達
が
必
要
で
す
。

　
私
の
友
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

は
、
長
く
日
本
に
住
み
50
年
以
上

日
本
を
見
て
き
ま
し
た
。
彼
は
、

こ
う
し
た
日
本
の
現
況
を
見
な
が

ら
も
「
日
本
は
大
丈
夫
。
必
ず
元

気
に
な
る
。」
と
、
こ
の
国
の
底
力

を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
と
、
経
済
成
長
最

中
の
日
本
で
は
、
大
き
な
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
で
す
。

勤
勉
・
粘
り
・
努
力
、
そ
し
て
挑

戦
心
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
最
近
そ

の
質
に
褪
色
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
一
度
、
子
育
て
・

教
育
か
ら
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築

を
考
え
、
独
創
性
豊
か
で
、
果
敢

な
挑
戦
心
を
培
う
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
技
術
の
日
本
が
世
界
を
席
巻
し

た
自
信
と
誇
り
を
も
う
一
度
取
り

戻
し
た
い
も
の
で
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
室
か
ら

甲
斐   

利
幸

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信
Vol．57

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
成
瀬
・
吉
田
）

【
専
用
電
話
】

０
９
０
ー
９
５
６
５
ー
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
P
C
】 

m
arriage.support@

tow
n.kum

am
oto-yam

ato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

yo
u
_an
d
_yo
u.@
d
o
co
m
o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会  

代
表  

藤
吉  

勇
治

そ
の   ○26

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

【
母
な
る
大
地
・
ア
フ
リ
カ
を
訪
ね
て
（
2
）】

　
第
２
回
「
母
な
る
大
地
・
ア
フ
リ
カ
を
訪
ね
て
」

平
成
３
年
に
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
を
自
然
探
訪
し
た
と
き

に
執
筆
し
た
も
の
で
す
。

（ツァボ国立公園）

　
ケ
ニ
ア
は
赤
道
直
下
な
の
だ

が
、
首
都
の
ナ
イ
ロ
ビ
は
標
高

が
１
８
０
０
ｍ
も
あ
る
た
め
気

温
が
低
い
。
夜
は
十
度
前
後
ま

で
気
温
が
下
が
る
。
ナ
イ
ロ
ビ

の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
、
翌
日
か

ら
い
よ
い
よ
サ
フ
ァ
リ
が
始

ま
っ
た
。
サ
フ
ァ
リ
と
は「
旅
」

を
意
味
す
る
。
私
た
ち
は
三
台

の
日
本
製
の
ワ
ゴ
ン
車
に
分
乗

し
て
、
最
初
の
目
的
地
の
ツ
ァ

ボ
国
立
公
園
に
向
か
う
。
ツ
ァ

ボ
ま
で
の
距
離
は
６
０
０
Ｋ

ｍ
。
車
は
時
速
１
０
０
Ｋ
ｍ
も

の
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
走
る
。
周

り
に
は
広
大
な
サ
バ
ン
ナ
（
草

原
）
が
地
平
線
ま
で
広
が
る
。

山
間
地
の
矢
部
に
育
っ
た
私
に

と
っ
て
は
、
気
の
遠
く
な
る
様

な
広
さ
だ
。

　
昼
過
ぎ
に
ツ
ァ
ボ
国
立
公
園

に
着
い
た
。
公
園
の
ゲ
ー
ト
で

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
。
ツ
ァ
ボ
国
立
公

園
の
広
さ
は
、
東
西
の
公
園
を

合
わ
せ
る
と
日
本
の
四
国
よ
り

広
い
面
積
を
持
つ
。
よ
う
や
く

公
園
に
入
る
と
、
サ
バ
ン
ナ
の

中
に
赤
い
道
が
続
い
て
い
る
。

土
が
赤
い
の
だ
。
こ
の
日
の
宿

は
小
高
い
丘
の
斜
面
に
あ
る
ボ

イ
・
フ
ァ
リ
ロ
ッ
ジ
。
ロ
ッ
ジ

に
着
き
、
ま
ず
外
を
眺
め
る
。

目
の
前
に
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ

に
感
動
の
あ
ま
り
声
が
出
な

か
っ
た
。
ロ
ッ
ジ
の
丘
の
麓
に

は
水
場
が
あ
り
、
数
頭
の
ゾ
ウ

や
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
が
水
を
飲
ん

で
い
た
。
私
た
ち
が
昼
食
を
食

べ
、
再
び
水
場
を
見
た
と
き
、

そ
こ
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

が
あ
っ
た
。
な
ん
と
１
０
０
頭

を
は
る
か
に
越
え
る
数
の
ゾ
ウ

の
大
群
が
い
た
の
だ
。
そ
し
て

周
り
を
見
渡
す
と
、
ま
だ
続
々

と
ゾ
ウ
が
家
族
毎
に
一
列
に

な
っ
て
水
場
を
目
指
し
て
向

か
っ
て
来
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　（
次
号
に
続
く
）

熊本県知事選挙は
３月２５日（日）が投票日です。
３月２５日は、任期満了に伴う熊本県知事選挙の投票日です。私たちの代表
を決める大事な選挙です。必ず投票して思いを届けましょう。

問い合わせ
　選挙管理委員会
　（役場総務課内）
　電話７２－１１１１

●投 票 日　３月２５日（日）
●投票時間　午前７時～午後６時
●投票場所　各地区の小学校や公民館など５３カ所
※後日郵送される入場券に記載されていますので　
ご確認ください。

●期日前投票・不在者投票
期日　３月９日（金）～３月２４日（土）
時間　午前８時３０分～午後８時
場所　役場浜町事務所
　　　清和総合支所
　　　蘇陽総合支所
持ってくるもの　入場券

●投票の方法などご不明な
点は投票所職員にお尋ね
ください。

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
で
は
、毎
月
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
２
月
と
３
月
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
会
を
経
て
、
少
人
数
で
も
数
回
会
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

会
話
が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
を
基
本
に
、
女
性
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
を
盛
り
込
み
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
参
加
者
探
し
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
女
性

に
継
続
的
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
町
内
在
住
の

積
極
的
な
男
性
参
加
者
が
必
要
で
す
！！
多
く
の
女
性
が
山
都
町

の
男
性
と
の
出
会
い
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
年
間
計

画
を
立
て
て
、
参
加
者
の
呼
び
掛
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
定
員
に
は
余
裕
が
あ
る
状
態
で
す
。

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
を
、
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪
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国
の
借
金
が
１
０
０
０
兆
円
に
達

す
る
と
い
う
の
に
、
あ
い
か
わ
ら
ず

円
高
外
貨
安
の
為
替
市
場
で
す
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
は
、
福
岡
県
で
行
っ
て
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ス
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Ｓ
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す
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。
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す
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枝
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末
節
の
議
論
に
、
日
本
が
向
か
う
べ

き
方
向
性
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る

政
治
の
世
界
に
、
正
し
い
強
さ
を

も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
の
出
現
を
期
待
し

ま
す
。

　
大
阪
市
の
橋
下
市
長
が
率
い
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
に
期
待
す
る
市

民
の
心
根
に
、
政
治
家
は
も
っ
と
鋭

意
に
触
覚
を
磨
く
べ
き
で
す
。
戦
後

の
復
興
に
続
く
繁
栄
に
安
住
し
て
き

た
日
本
の
体
制
に
疲
労
が
き
て
い

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
は
、
地
震
と
津

波
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
原
発
問

題
を
誘
発
し
、
日
本
の
国
難
と
も

い
う
べ
き
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

復
興
に
も
巨
額
の
国
債
発
行
に
よ

る
財
源
調
達
が
必
要
で
す
。

　
私
の
友
人
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

は
、
長
く
日
本
に
住
み
50
年
以
上

日
本
を
見
て
き
ま
し
た
。
彼
は
、

こ
う
し
た
日
本
の
現
況
を
見
な
が

ら
も
「
日
本
は
大
丈
夫
。
必
ず
元

気
に
な
る
。」
と
、
こ
の
国
の
底
力

を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
と
、
経
済
成
長
最

中
の
日
本
で
は
、
大
き
な
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
で
す
。

勤
勉
・
粘
り
・
努
力
、
そ
し
て
挑

戦
心
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
最
近
そ

の
質
に
褪
色
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
一
度
、
子
育
て
・

教
育
か
ら
新
た
な
シ
ス
テ
ム
構
築

を
考
え
、
独
創
性
豊
か
で
、
果
敢

な
挑
戦
心
を
培
う
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
技
術
の
日
本
が
世
界
を
席
巻
し

た
自
信
と
誇
り
を
も
う
一
度
取
り

戻
し
た
い
も
の
で
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
室
か
ら

甲
斐   

利
幸

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信
Vol．57

●
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
成
瀬
・
吉
田
）

【
専
用
電
話
】

０
９
０
ー
９
５
６
５
ー
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
P
C
】 

m
arriage.support@

tow
n.kum

am
oto-yam

ato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

yo
u
_an
d
_yo
u.@
d
o
co
m
o.ne.jp

矢
部
郷
自
然
観
察
会  

代
表  

藤
吉  

勇
治

そ
の   ○26

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

【
母
な
る
大
地
・
ア
フ
リ
カ
を
訪
ね
て
（
2
）】

　
第
２
回
「
母
な
る
大
地
・
ア
フ
リ
カ
を
訪
ね
て
」

平
成
３
年
に
ア
フ
リ
カ
の
ケ
ニ
ア
を
自
然
探
訪
し
た
と
き

に
執
筆
し
た
も
の
で
す
。

（ツァボ国立公園）

　
ケ
ニ
ア
は
赤
道
直
下
な
の
だ

が
、
首
都
の
ナ
イ
ロ
ビ
は
標
高

が
１
８
０
０
ｍ
も
あ
る
た
め
気

温
が
低
い
。
夜
は
十
度
前
後
ま

で
気
温
が
下
が
る
。
ナ
イ
ロ
ビ

の
ホ
テ
ル
で
一
泊
し
、
翌
日
か

ら
い
よ
い
よ
サ
フ
ァ
リ
が
始

ま
っ
た
。
サ
フ
ァ
リ
と
は「
旅
」

を
意
味
す
る
。
私
た
ち
は
三
台

の
日
本
製
の
ワ
ゴ
ン
車
に
分
乗

し
て
、
最
初
の
目
的
地
の
ツ
ァ

ボ
国
立
公
園
に
向
か
う
。
ツ
ァ

ボ
ま
で
の
距
離
は
６
０
０
Ｋ

ｍ
。
車
は
時
速
１
０
０
Ｋ
ｍ
も

の
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
走
る
。
周

り
に
は
広
大
な
サ
バ
ン
ナ
（
草

原
）
が
地
平
線
ま
で
広
が
る
。

山
間
地
の
矢
部
に
育
っ
た
私
に

と
っ
て
は
、
気
の
遠
く
な
る
様

な
広
さ
だ
。

　
昼
過
ぎ
に
ツ
ァ
ボ
国
立
公
園

に
着
い
た
。
公
園
の
ゲ
ー
ト
で

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
る
。
ツ
ァ
ボ
国
立
公

園
の
広
さ
は
、
東
西
の
公
園
を

合
わ
せ
る
と
日
本
の
四
国
よ
り

広
い
面
積
を
持
つ
。
よ
う
や
く

公
園
に
入
る
と
、
サ
バ
ン
ナ
の

中
に
赤
い
道
が
続
い
て
い
る
。

土
が
赤
い
の
だ
。
こ
の
日
の
宿

は
小
高
い
丘
の
斜
面
に
あ
る
ボ

イ
・
フ
ァ
リ
ロ
ッ
ジ
。
ロ
ッ
ジ

に
着
き
、
ま
ず
外
を
眺
め
る
。

目
の
前
に
広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ

に
感
動
の
あ
ま
り
声
が
出
な

か
っ
た
。
ロ
ッ
ジ
の
丘
の
麓
に

は
水
場
が
あ
り
、
数
頭
の
ゾ
ウ

や
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
が
水
を
飲
ん

で
い
た
。
私
た
ち
が
昼
食
を
食

べ
、
再
び
水
場
を
見
た
と
き
、

そ
こ
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

が
あ
っ
た
。
な
ん
と
１
０
０
頭

を
は
る
か
に
越
え
る
数
の
ゾ
ウ

の
大
群
が
い
た
の
だ
。
そ
し
て

周
り
を
見
渡
す
と
、
ま
だ
続
々

と
ゾ
ウ
が
家
族
毎
に
一
列
に

な
っ
て
水
場
を
目
指
し
て
向

か
っ
て
来
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　（
次
号
に
続
く
）

熊本県知事選挙は
３月２５日（日）が投票日です。
３月２５日は、任期満了に伴う熊本県知事選挙の投票日です。私たちの代表
を決める大事な選挙です。必ず投票して思いを届けましょう。

問い合わせ
　選挙管理委員会
　（役場総務課内）
　電話７２－１１１１

●投 票 日　３月２５日（日）
●投票時間　午前７時～午後６時
●投票場所　各地区の小学校や公民館など５３カ所
※後日郵送される入場券に記載されていますので　
ご確認ください。

●期日前投票・不在者投票
期日　３月９日（金）～３月２４日（土）
時間　午前８時３０分～午後８時
場所　役場浜町事務所
　　　清和総合支所
　　　蘇陽総合支所
持ってくるもの　入場券

●投票の方法などご不明な
点は投票所職員にお尋ね
ください。

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
で
は
、毎
月
交
流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
２
月
と
３
月
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
会
を
経
て
、
少
人
数
で
も
数
回
会
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

会
話
が
で
き
る
ス
タ
イ
ル
を
基
本
に
、
女
性
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
内
容
を
盛
り
込
み
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
最
近
、
参
加
者
探
し
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
女
性

に
継
続
的
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
や
は
り
町
内
在
住
の

積
極
的
な
男
性
参
加
者
が
必
要
で
す
！！
多
く
の
女
性
が
山
都
町

の
男
性
と
の
出
会
い
を
待
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
年
間
計

画
を
立
て
て
、
参
加
者
の
呼
び
掛
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
定
員
に
は
余
裕
が
あ
る
状
態
で
す
。

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
を
、
一
つ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪
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　「第
10
回
九
州
山
地
神
楽
祭
り
」
が
１
月
28
日
、

蘇
陽
総
合
支
所
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」（
二
瀬
本
）、「
白

石
神
楽
」（
白
石
）
の
町
内
２
団
体
、
そ
し
て
「
中

江
岩
戸
神
楽
」（
阿
蘇
市
波
野
）、「
鞍
岡
祗
園
神
楽
」

（
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
）、「
高
千
穂
の
夜
神
楽
」（
宮
崎

県
高
千
穂
町
）
に
加
え
て
、宮
崎
県
日
之
影
町
の
「
大

人
（
お
お
ひ
と
）
歌
舞
伎
」
が
初
出
演
。
地
域
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
あ
る
、
そ
し

て
厳
格
な
る
雰
囲
気
の
舞
が
次
々
と
舞
台
で
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
の
は
、
今
年
結
成
10
周
年

を
迎
え
た
「
大
阿
蘇
蘇
陽
太
鼓
喜
楽
」。
静
か
な
序

章
か
ら
徐
々
に
激
し
く
な
っ
て
い
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演

奏
に
、会
場
は一
瞬
に
し
て
魅
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
喜
楽
」

は
昼
食
後
に
も
「
凛
」
な
ど
５
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
最
初
に
舞
い
を
披
露
し

た
の
は「
仁
瀬
本
神
社
神
楽
」。神
社
の
創
建
年
代（
約

９
０
０
年
前
）
に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
の

神
楽
。
一
時
途
絶
え
ま
し
た
が
、１
７
８
５
年
に
復
活
。

以
来
、
代
々
口
伝
に
よ
り
継
承
さ
れ
、
現
在
18
名
の

保
存
会
会
員
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
演
目
は「
五

穀
（
ご
こ
く
）」。
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
舞
い
で
す
。

　続
い
て
登
場
し
た
の
は
、「
白
石
神
楽
」。
演
目
は

「
八
雲
舞
」
と
「
毘
売
舞
」。
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
鞍
岡

に
伝
わ
る
神
楽
を
習
い
、
白
石
地
区
の
「
お
天
道
さ

ん
祭
り
」
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
一
時
期
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
17
年
、
地
元
有
志
に
よ
り
保
存
会
が
発
足
（
現
在

は
会
員
14
名
）、
翌
平
成
18
年
12
月
４
日
27
年
ぶ
り

の
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。
以
降
毎
年
11
月
第
４
土

曜
日
に
「
お
天
道
さ
ん
神
楽
ま
つ
り
」
に
て
舞
い
続

け
ら
れ
、
平
成
22
年
11
月
に
全
33
座
を
復
活
さ
せ
て

い
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、宮
崎
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の「
大

人
歌
舞
伎
」、
平
家
一
族
ゆ
か
り
の
京
都
文
化
の
影
響

を
受
け
た
「
鞍
岡
祗
園
神
楽
」、
国
の
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
今
年
も
迫
力
の
舞
を
披

露
し
た
「
中
江
岩
戸
神
楽
」、
同
じ
く
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
高
千
穂
の

夜
神
楽
」
が
、
約
40
分
の
ダ
イ
ジェ
ス
ト
版
を
次
々
と

披
露
し
ま
し
た
。

　会
場
に
は
、
前
回
を
上
回
る
約
３
０
０
人
も
の
神

楽
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
数
詰
め
か
け
て
、
神
楽
独

特
の
笛
と
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
神
々
し
い
舞
に
、

盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
ホ
ー
ル
で

は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
製

品
や
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九州山地神楽祭り九州山地神楽祭り舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統 １月２８日
蘇陽総合支所大ホール

大人歌舞伎（宮崎県日之影町） 中江岩戸神楽（阿蘇市波野）

白石神楽「毘売舞」（山都町）

高千穂の夜神楽（宮崎県高千穂町） 鞍岡祗園神楽（宮崎県五ヶ瀬町）

仁瀬本神社神楽「五穀」（山都町）

ホールでは町のうまいもんで観客
をおもてなし

観客を魅了した「大阿蘇蘇陽太
鼓喜楽」の演奏
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、宮
崎
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の「
大

人
歌
舞
伎
」、
平
家
一
族
ゆ
か
り
の
京
都
文
化
の
影
響

を
受
け
た
「
鞍
岡
祗
園
神
楽
」、
国
の
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
今
年
も
迫
力
の
舞
を
披

露
し
た
「
中
江
岩
戸
神
楽
」、
同
じ
く
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
「
高
千
穂
の

夜
神
楽
」
が
、
約
40
分
の
ダ
イ
ジェ
ス
ト
版
を
次
々
と

披
露
し
ま
し
た
。

　会
場
に
は
、
前
回
を
上
回
る
約
３
０
０
人
も
の
神

楽
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県

外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
数
詰
め
か
け
て
、
神
楽
独

特
の
笛
と
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
た
神
々
し
い
舞
に
、

盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
会
場
の
ホ
ー
ル
で

は
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
お
弁
当
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
製

品
や
野
菜
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九州山地神楽祭り九州山地神楽祭り舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統舞い継ぎ、演じ継いで、受け継がれる伝統 １月２８日
蘇陽総合支所大ホール

大人歌舞伎（宮崎県日之影町） 中江岩戸神楽（阿蘇市波野）

白石神楽「毘売舞」（山都町）

高千穂の夜神楽（宮崎県高千穂町） 鞍岡祗園神楽（宮崎県五ヶ瀬町）

仁瀬本神社神楽「五穀」（山都町）

ホールでは町のうまいもんで観客
をおもてなし

観客を魅了した「大阿蘇蘇陽太
鼓喜楽」の演奏



多
く
の
命
を
救
っ
た
奇
跡

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た

を
助
け
て
く
れ
る
の
は
誰
だ
と
思

い
ま
す
か
。
自
衛
隊
や
警
察
、
消

防
署
の
人
だ
と
思
い
ま
す
か
―
。

　

東
日
本
大
震
災
の
死
者
・
行
方

不
明
者
は
、
合
わ
せ
て
約
２
万
人

を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
大

災
害
の
中
、
多
く
の
子
ど
も
の
命

が
助
か
っ
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
岩
手
県
釜
石
市
。
同
市

は
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
防
災
教
育
を

徹
底
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の

教
育
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
は
、

避
難
に
関
し
て
十
分
な
知
識
を
持

ち
、
訓
練
を
積
み
、
助
け
合
う
精

神
を
育
ん
で
い
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
釜
石
市
の
中
学
生

た
ち
は
、
津
波
が
発
生
す
る
こ
と

を
想
定
し
、
自
分
の
身
を
自
分
で

守
り
な
が
ら
、
小
学
生
と
保
育
園

児
を
連
れ
て
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
大
き
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
大

切
な
の
が
分
か
り
ま
す
。

奇
跡
か
ら
学
ぶ
自
助
と
共
助

　

津
波
に
よ
る
釜
石
市
の
小
中
学

校
が
管
理
す
る
生
徒
の
犠
牲
者
は

ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
は
「
釜
石
の

奇
跡
」
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
教
え
ら
れ
た
通
り
に

行
動
し
た
だ
け
で
す
。
彼
ら
に
根

付
い
て
い
た
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
「
自
助
」
と
地
域
の
人
た
ち

同
士
で
守
り
合
う
「
共
助
」
の
精

神
。「
釜
石
の
奇
跡
」
は
、
奇
跡

で
は
な
く
、
当
然
の
結
果
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
を
守
る
の
は
、
あ
な
た

自
身
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
守

る
た
め
に
は
、
お
互
い
に
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
知
る

こ
と
が
、
防
災
の
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

台風 18号災害
（平成 11年９月）

県北中部を中心に発生した集中豪雨。
死者・行方不明者は 500 人超、家屋
全壊は 1,000 戸を超えた大水害。

白川大水害
（昭和 28年６月）

幾度となく自然の猛威に
さらされてきた熊本。過
去にどのような災害が発
生しているのでしょう
か。熊本を襲った災害を
年表で振り返ります。

愛
す
る
人
を
守
る

二
つ
の
言
葉

 Kumamoto Prefecture Public Relations Associati
on 合 同

特 集

県内全土が大きな被害を受けた台風
災害。宇城市（旧不知火町）では、高
潮で 12 人が犠牲になった。

熊
本
県
市
町
村
広
報
担
当
者
に
よ
る
合
同
防
災
特
集

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
想

像
を
は
る
か
に
超
え
た
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
約
１
８
０
万
人

が
暮
ら
す
熊
本
県
で
も
、
災
害
が
発
生
し
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
今
一
度
、

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

熊本県
災害年表



阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、

私
は
兵
庫
県
西
宮
市
の
自

宅
に
い
ま
し
た
。
直
下
型
地
震
の

す
さ
ま
じ
い
揺
れ
に
生
き
た
心
地

が
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
室
内
を
家

具
が
飛
び
交
う
の
を
感
じ
ま
し

た
。
で
も
、
家
族
全
員
が
無
事
だ

と
確
認
で
き
た
と
き
は
、
心
か
ら

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

停
電
で
辺
り
は
真
っ
暗
で
し

た
。
人
は
、
情
報
の
暗
闇
の
中
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
妄
想
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。「
こ
れ
ほ
ど
揺
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
日
本
が
沈
没
し
て
し

ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
さ
え
思

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
で
淡
路
島
が
震
源
で

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
情
報
を
得
る
こ
と

は
、
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
す
。

情
報
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
ね
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
支

え
合
う
こ
と
も
、
防
災
で

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
時
、
救
出
さ

れ
た
人
が
多
い
地
域
に
は「
祭
り
」

が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
に
は
、
住

民
同
士
が
交
流
し
、
お
互
い
に
協

力
し
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
が
生

ま
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
交
流
の
あ
る
地
域
で
は
、
誰
か

が
、
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
と
し
て

も「
あ
そ
こ
に
は
誰
か
い
た
は
ず
」

と
助
け
合
え
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
「
共
助
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
大
切
な
の
で
す
。
年
に
１
回

で
も
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

で
交
わ
り
の
あ
る
地
域
に
な
る
こ

と
が
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
を
助
け
る
た
め
に
は
、
自

分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
自
ら
が
災
害
に
対
す
る

強
さ
を
持
て
ば
、
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

日
本
は
地
震
の
多
い
国
で

す
。
早
急
に
東
北
を
完
全

に
復
興
さ
せ
て
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
東
日

本
大
震
災
を
忘
れ
ず
、
こ
の
悲
惨

を
か
み
し
め
つ
つ
、
必
ず
来
る
で

あ
ろ
う
次
の
大
災
害
へ
の
減
災
に

努
め
る
こ
と
で
す
。

　

熊
本
県
は
、
九
州
の
中
央
に
位

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
防
衛
拠
点
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が
自

ら
の
安
全
性
を
高
め
な
が
ら
助
け

る
能
力
を
持
つ
こ
と
が
、
日
本
全

体
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん

も
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

な
が
ら
減
災
・
防
災
の
心
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊本県内の広報担当者が一緒に制作した防災特

集。地震や風水害などの自然災害は、私たちに

突然襲いかかります。家族や恋人、友人を守る

ために大切なことは「自助」と「共助」でした。

二つの言葉は、まず自分が生き延びることと日

頃から地域のつながりを大事にすることの大切

さを教えてくれました。愛する人を守るために、

二つの言葉を忘れないでください―。

東日本大震災復興構想会議議長や防衛大学校長を務め、阪
神・淡路大震災を経験した五百旗頭真さん。TKU報道フォー
ラムのために来熊した五百旗頭さんに災害において重要な
ことは何なのかを聞きました。

九州の広範囲を襲った集中豪雨。水
俣市では大規模な土石流が民家を直
撃。19 人が犠牲になった。

五
い お き べ

百旗頭　真
まこと

県南集中豪雨
（平成 15年７月）

梅雨前線による豪雨で河川が氾濫し
た豪雨災害。美里町では道路寸断、
土砂崩れで集落が孤立した。

梅雨前線豪雨
（平成 19年７月）

◎ Profile
昭和 18 年兵庫県西宮市生まれ。京都大学法学部卒、
同大学大学院修了。神戸大学大学院教授、日本政治学
会理事長などを歴任。吉田茂賞、吉野作造賞など受賞
多数。現在、防衛省防衛大学校長、東日本大震災復興
構想会議議長を務める。68 歳

愛する人を守る
二つの言葉

 Special　Interview

熊 本 県 広 報 協 会
合   同 特   集

（参考）熊本県防災情報ホームページ（写真）熊本県大水害寫眞集

さ
ん

交流が人を救い、救われる―
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蘇陽病院だより

もっと知りたいクスリの話

＋
～蘇陽病院基本理念～

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域
住民に親しまれる病院を目指します。」

特集
知って得する健康講座

医師　坂口　将文

第40集　「食道がん」内視鏡治療について

　　薬剤科　奥村真利子
監修　院長　水本　誠一

第12集　高血圧の薬について　

特集

　高血圧の治療の目的は、脳卒中や心臓病などの合併症を未然に防ぐことです。高血圧の薬は、
食事療法や運動療法などをおこなっても血圧が下がらない場合、必要と判断されれば処方さ
れます。
　今回は、血圧を下げる薬についてお話しします。

　血圧を下げる薬には、さまざまな種類があり、作用の仕方
も違っています。１種類だけで改善しないときは、作用の違
う薬を飲みわせて血圧を下げることになります。主治医は、
患者さんにあった薬を選んで処方しているわけです。
　血圧を下げる薬は、高血圧を治すための薬ではありません。
血圧が下がったからといって、勝手に薬を止めたりすると再
び血圧は上がってきます。また、薬を飲まないでいると、高
血圧の状態が続き合併症を引き起こす原因にもなります。自
己判断で薬を中止したり、飲む量を変えたりすることはやめ
ましょう。

★いくつかの医療機関を受診するときに
　注意すること
　成分が同じでも、異なった名前の薬が多くあ
ります。病院を受診する
ときは、薬の名前がわか
るようなお薬手帳などを
利用して、必ず医師に伝
えて下さい。

① 血管の収縮に関係しているカルシウムイオンの動きを抑えて、血圧を下げる。（カ
ルシウム拮抗薬）

② 血圧を上げる物質の働きを抑えて、血圧を下げる。（ＡＲＢ薬）
③ 血圧を上げる物質ができないようにして、血圧を下げる。（ＡＣＥ阻害薬）
④ 体の中の水分の量を減らして、血圧を下げる。（利尿薬）
⑤ 心臓から送り出される血液の量を減らして、血圧を下げる。 （β遮断薬）
⑥ 血圧を上げる神経の働きを抑えて、血圧を下げる。（α遮断薬）

血圧を下げる薬には、大きく分けて6種類あります。

　今回は、食道がんの治療のうち、内視鏡治療に

ついてお話します。

　これまで食道がんの治療は開腹・開胸手術が主で

した。しかし最近では、早期のものに関しては内視

鏡（胃カメラ）での切除が可能となりました。これ

には主に 2 通りの治療法があり、「吸引 EMR 法」

と「ESD法」と呼ばれています。

　まずはその適応からお話しします。内視鏡治療の

適応があるものは、異形成と呼ばれるがんの一歩前

の病気、そして早期のがん、となります。進行がん

であればやはり手術療法や化学療法が主体となって

きますので内視鏡治療の適応からは外れてしまいま

す。

　では次に内視鏡治療の実際の方法について解説し

ます。

　「吸引 EMR 法」ではまず食道がんの下に水を注

射し、がんを持ち上げます。次にカメラの先端に

キャップ、さらにその先端に金属の輪っか（スネア）

を装着します。そしてキャップの中にがんを吸いこ

み、金属の輪っかで縛り上げ、電気を流して切除し、

治療完了となります。実際の治療時間は 10 分くら

いです。

　一方、「ESD 法」は食道がんの下にヒアルロン酸

というねばっこい液体を注射し、カメラの先端から

小さな針を出し、粘膜の下を針でちょこちょこ切って

いきます。だいたい 10mm くらいの大きさのもので

あれば30分くらいで治療完了します。

　このどちらの方法にも一長一短があります。吸引 EMR 法は早く治療が済むというメリットがあるものの、

切除した病変が細切れになりやすく、きちんと取りきれたかどうかの判断が難しくなります。一方 ESD 法は

吸引 EMR 法よりも広い病変、そして深い層までの切り込みが可能で、病気を一括で取りきれるというメリッ

トがあるものの、食道を針の先端で突き刺して穴をあけてしまう（穿孔）危険性もあり、また吸引 EMR 法

に比べればやはり時間を要します。

　実際は個々の症例を判断しながら治療を選択していくことになります。

　何か気になることがありましたら、お近くの医療機関にご相談ください。

吸引EMR 法

ESD法
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Vol.9保健センターだより

　平成24 年度の特定健診が６月からはじまります。年に１度の特定健診・がん検診受けていますか？

山都町の死亡原因の約4割は生活習慣病で、その半分はメタボリックシンドローム関連疾患です。　

特定健診は生活習慣病に近づいていないかを調べます。自分の健康を守るのは自分自身です。
『面倒くさい』『必要ない』などと敬遠せず、まずは特定健診を受けてみませんか？

知ろう！受けよう！特定健診

特定健診 Q & Aもっと知りたい
あなたのための…

Ｑ．特定健診の
      検査内容は何ですか？

A. 問診、計測（身長・体重・腹囲・血圧）、
血液検査（貧血・糖代謝・脂質・代謝・

肝機能・腎機能・尿酸）、検尿（尿た

んぱく・尿糖・尿潜血）、心電図、眼

底検査 ( 一部の人に限る )、　診察、

指導があります。

　　※心電図・貧血、腎機能などの検査は

山都町国保では特別に受診者全員に実

施しています。

Ｑ．対象者は？
      肥満がある人だけ
      受けるのですか？

A. 特定健診は 40 歳以上 74 歳以下の方
が対象です。体型に関係なく、自覚症

状のないまま病気は進行していることが

あります。病気を未然に防ぐために特

定健診を受診しましょう。

Ｑ．治療中だけど
      受けられますか？

A．受けられます。特定健診の対象です。
　　　 保険証を使って病院を受診する際は

現在治療している病気に関連した検査

や治療しか受けられない仕組みになっ

ています。総合的に健康状態をチェッ

クするためには健診を受けましょう。

Ｑ．４０歳未満や高齢者は
      受けられないの？

A.山都町では 20 歳～39 歳の方に、加入
している医療保険に関係なく基本健診を

実施しています。集団健診や節目健診

で受診することができます。

　　　75 歳以上の方も後期高齢者医療広

域連合が主体となって後期高齢者健診

（基本健診）を実施しています。希望さ

れる方は集団健診で受診することができ

ます。

熊本県立大学「食育の日」

おおお ももも ててて ななな ししし
山都さんち（産地）の山都さんち（産地）の山都さんち（産地）の

　熊本県立大学では、平成１９年に「くまもとさんち（産地）食育
ビジョン」を策定、その取り組みのひとつとして、学生食堂で、県
内各地の特産品をつかった学食を提供する「食育の日」活動を実
施しています。これまで、大学と包括協定を結ぶ１３市町村の特産
品を使った学食を提供してきました。１月１８日、今年度最後の「食
育の日」に山都町が選ばれ、限定１５０食の山都町定食が販売さ
れました。
　メニューを考案したのは、
管理栄養士を目指して勉強中
の、県立大食健康学科渡邉
研究室の４年生６人。材料は、
昨年来町して生産者と直接話
しながら吟味した、茶、ゆず、
いもがらなどを使いました。
　食育の日当日、食堂に集まる学生に、メニューの特徴や栄養価
などについて説明、レシピも作成して配布しました。メニューの説
明に先立ち、山都町の地産地消の取り組みについて、役場農林振
興課　藤岡弘樹主事が説明を行いました。
考案された「山都の幸盛りだくさんの和定食」は、多くの学生や
職員の方が注文して、味も好評でした。
　メニューを考案するのにとても苦労したそうですが、「生産者と直
接話せる機会はとても貴重で有意義でした。」と語ってくれました。
３月に国家試験を控えた彼女たち。山都町をはじめ、地域の食材
を生かす栄養士になってくれそうです。

「山都の幸
盛りだくさんの和定食」

・トマトそうめんのすまし汁
・豚肉と生柚子味噌焼き・お煮しめ
・かぶと胡瓜の酢の物
・矢部茶の蒸しまんじゅう
・ごはん

－お品書き－

山都町産で学食メニューをつくってくれた渡邉研究室の
６人。
（左から）池崎さん・田中さん・西さん・花田さん・北岩さん・
後藤さん

害獣を益獣に
　近年、全国的に野生鳥獣による農林業被害が深刻になっています。山都町も例外ではなく、イノシシ、ニ
ホンジカ、サルによる農林産物の被害額は、２千万円を超えています。これに対し町では、防護柵設置に対
する補助金や、有害鳥獣捕獲隊による駆除で対応しています。捕獲隊による捕獲数は、昨年度イノシシ９２
０頭、ニホンジカ３７８頭にも上ります。この有害鳥獣であるイノシシ・シカの肉を地域資源として有効に活用し、
地域振興に役立てようとする「ジビエ等地域資源活用促進事業」の取り組みを始めています。
※ジビエ・・・狩猟などにより捕獲された鳥獣の肉。

　２月７日、通潤山荘で、町鳥獣被害防止対策協議会の
委員、猟友会などの有害鳥獣対策部会、飲食業組合など
の商品開発部会の方々が参加して勉強会が行われました。
講師は、 ( 株 ) 三生（佐賀県鳥栖市）の代表取締役　和
田三生氏。
　和田氏は狩猟に従事した経験をもとに捕獲用品の製造
販売をしながら、有害鳥獣
駆除アドバイザーとして全国
各地で捕獲技術や駆除方法
の指導を行っています。山都
町の現状を分析した和田氏か
ら、具体的な提言がありまし
た。

イノシシ・シカの肉をおいしく食べる

資源として活かすための勉強会

　１月２８日、４・５ページで紹介した
九州山地神楽祭りの会場の一角で、町
内の飲食店の方々が試作した「イノシシ
料理」の試食会が行われ、ギョウザ、ベー
コン、タコスなど７品
が並びました。神楽祭
りに訪れた方に試食し
てもらいアンケートに協
力いただきました。こ
の結果をうけ、商品開
発の検討をさらに進め
ます。

イノシシ肉を使った料理
試食会

和田三生氏
貴重な意見をいただ
きました。

問 役場健康福祉課　健康づくり係（73－1600）
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まちの
話題

　２
月
４
日
、
山
都
町
女
性
研
修
会

が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
地
域
の
女
性
団
体
が
合
同
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、「
ま
ち
づ
く

り

　地
域
づ
く
り
は
貴
女
の
力
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本

日
日
新
聞
社
の
越
地
真
一
郎
氏
が
参

加
し
た
約
２
０
０
名
を
前
に
、「
足

元
か
ら
始
ま
る
男
女
共
同
参
画
〜
女

と
靴
下
は
本
当
に
強
く
な
っ
た
の
か

〜
」
と
題
し
て
講
演
。「
男
性
の
意

識
は
昔
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、

女
性
の
社
会
へ
の
意
識
は
急
激
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　２
月
８
日
、
上
差
尾
自
治
振
興
区

健
康
部
が
主
催
す
る
健
康
教
室
が
行

わ
れ
、
地
区
の
方
々
30
名
が
健
康
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。教
室
で
は
ま
ず
、

健
康
部
役
員
に
よ
る
寸
劇
「
が
ま
だ

す
だ
け
が
健
康
？
」
が
行
わ
れ
、
地

域
を
あ
げ
て
健
診
受
診
率
上
昇
を
目

指
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
役
場
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
山
下
保
健
師
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
の
健
診
の
結
果
か
ら
上
差

尾
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
具

体
的
な
指
摘
が
あ
り
、
参
加
者
は
さ

ら
に
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
た
よ
う
で

し
た
。

上
差
尾
健
康
づ
く
り
教
室

女

性

研

修

会

　２
月
６
日
、
潤
徳
小
学
校
で
そ
ば

打
ち
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
名

連
石
自
治
振
興
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
で
、
今
年

度
も
潤
徳
小
全
児
童
と
と
も
に
ソ
バ

を
栽
培
し
ま
し
た
が
、
シ
カ
の
被
害

を
受
け
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
ソ
バ

は
別
の
畑
の
も
の
。
３
〜
６
年
生
34

人
が
、
地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
の
指

導
を
受
け
、
こ
ね
る
・
の
ば
す
・
切

る
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
で
き

あ
が
っ
た
そ
ば
は
全
生
徒
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

潤
徳
小
で
そ
ば
打
ち

　平
成
９
年
に
産
声
を
上
げ
た
合
唱

団
「
虹
の
橋
」。
以
来
、
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
音
楽
祭
や
熊
本
県
合

唱
祭
な
ど
県
内
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。「
音
の
和
は
人
の
和
、

心
の
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
、
町

内
唯
一
の
混
声
合
唱
団
「
虹
の
橋
」

の
創
立
１５
周
年
記
念
演
奏
会
が
、
２

月
５
日
に
千
寿
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
を

前
に
、「
ふ
る
さ
と
」
や
「
春
の
小
川
」

な
ど
の
唱
歌
メ
ド
レ
ー
を
披
露
、
風

景
が
浮
か
ぶ
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
歌

声
が
会
場
に
や
さ
し
く
響
き
ま
し
た
。

合
唱
団
「
虹
の
橋
」
演
奏
会

二
瀬
本
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
座
元
の
民
家

で
夜
を
徹
し
て
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
は
二
瀬
本
自
治
振
興
区

の
事
業
の
一つ
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
午
後
６
時
か
ら
、
約
６
時
間

に
わ
た
り
奉
納
さ
れ
た
舞
。
厳
か
な

舞
や
笑
い
を
誘
う
こ
っ
け
い
な
舞
な
ど

会
場
を
埋
め
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
保
存

会
婦
人
部
に
よ
る
お
に
ぎ
り
や
だ
ご

汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　精
神
及
び
知
的
障
が
い
の
方
や
そ

の
ご
家
族
に
親
睦
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
１
月
20
日
、
蘇
陽
総
合
支
所

で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交

流
会
に
は
、
民
生
委
員
、
家
族
会
会

長
、障
が
い
者
相
談
委
員
さ
ん
の
方
々

も
参
加
さ
れ
、輪
投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、

ベ
ン
チ
サ
ッ
カ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
は
、そ
よ
風
パ
ー

ク
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
会
。
最
後
に

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
バ
ン
ド
演
奏
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
た
。
町
内
の
障
が

い
者
施
設
か
ら
も
参
加
が
あ
り
良
い

交
流
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

に
つ
い
て
は
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

馬
見
原
小
そ
ば
打
ち
体
験

　お
よ
そ
９
０
０
年
前
か
ら
二
瀬
本

地
区
に
伝
わ
る
仁
瀬
本
神
社
夜
渡
神

楽
。
熊
本
県
の
無
形
文
化
財
で
あ
る

そ
の
神
楽
の
奉
納
会
が
１
月
２１
日
、

仁

瀬

本

神

社

神

楽

　２
月
２
日
、
馬
見
原
小
で
「
み
ん

な
で
お
そ
ば

　か
ん
し
ゃ
の
会
」
が
開

か
れ
、
３
年
生
の
児
童
５
人
が
馬
見

原
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
っ
し
ょ
に
そ

ば
を
打
ち
ま
し
た
。
使
う
ソ
バ
の
実
は

３
年
生
の
児
童
が
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
協
力
し
て
栽
培
・
収
穫
し
た

も
の
で
す
。
は
じ
め
て
そ
ば
用
の
大
き

な
包
丁
を
使
っ
た
佐
藤
雄
太
く
ん
は

「
全
部
自
分
た
ち
で
つ
く
る
の
は
楽
し

い
」
と
そ
ば
打
ち
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
３
月
に
閉
校
さ
れ
る
馬
見
原
小
。

そ
ば
づ
く
り
の
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
か
ら
小
学
校
時
代
の
思
い

出
を
聞
き
、
み
ん
な
で
当
時
の
小
学

校
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

清

和

中

の

食

育

　１
月
27
日
、
清
和
中
の
食
育
の
一

環
と
し
て
、
３
年
生
が
清
和
物
産
館

で
「
文
楽
弁
当
」
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
６
種
類
の
料
理
を
分
担
し
て

テ
キ
パ
キ
と
作
業
し
、
弁
当
33
個
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
一
緒
に
作
業
し
た

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ヨ
ー
ス
ト
先
生
も
そ
の
味
に

舌
鼓
を
打
ち
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て

い
ま
し
た
。
２
月
２
日
、
今
度
は
１

年
生
が
「
だ
ご
汁
」
作
り
を
体
験
し

ま
し
た
。
家
庭
の
だ
ご
汁
の
作
り
方

を
聞
き
取
り
、
材
料
や
作
り
方
を
班

で
検
討
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
だ
ご
汁
が

完
成
し
ま
し
た
。
同
じ
地
区
で
も
色

ん
な
味
や
作
り
方
、
材
料
の
違
い
が

あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

観
客
席
に
入
っ
て
舞
う
男
女
舞

迫
真
の
演
技
で
健
診
受
診
率
Ｕ
Ｐ

講
演
す
る
越
地
真
一
郎
さ
ん

蘇
陽
地
区
在
宅
精
神
・
知

的
障
が
い
者
交
流
会

２
月
２
日
の
だ
ご
汁
作
り
体
験

善

行

表

彰

　少
年
補
導
員
と
し
て
長
年
活
躍
さ

れ
て
い
る
坂
田
雅
治
さ
ん
な
ど
３
人
へ

の
、
秋
季
善
行
者
表
彰
状
伝
達
式
が

山
都
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
善

行
者
表
彰
は
、
社
会
福
祉
・
青
少
年

指
導
な
ど
多
年
に
わ
た
る
活
動
が
認

め
ら
れ
、（
社
）
日
本
善
行
会
か
ら
贈

ら
れ
る
表
彰
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

善
行
金
賞

　坂
田
雅
治
さ
ん

　

善
行
銅
賞

　藤
原
秀
幸
さ
ん

善
行
銅
賞

　菅

　清
次
郎
さ
ん

前
列
左
か
ら
菅
さ
ん
、
坂
田
さ
ん
、
藤
原
さ
ん
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まちの
話題

　２
月
４
日
、
山
都
町
女
性
研
修
会

が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
地
域
の
女
性
団
体
が
合
同
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、「
ま
ち
づ
く

り

　地
域
づ
く
り
は
貴
女
の
力
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊
本

日
日
新
聞
社
の
越
地
真
一
郎
氏
が
参

加
し
た
約
２
０
０
名
を
前
に
、「
足

元
か
ら
始
ま
る
男
女
共
同
参
画
〜
女

と
靴
下
は
本
当
に
強
く
な
っ
た
の
か

〜
」
と
題
し
て
講
演
。「
男
性
の
意

識
は
昔
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、

女
性
の
社
会
へ
の
意
識
は
急
激
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　２
月
８
日
、
上
差
尾
自
治
振
興
区

健
康
部
が
主
催
す
る
健
康
教
室
が
行

わ
れ
、
地
区
の
方
々
30
名
が
健
康
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。教
室
で
は
ま
ず
、

健
康
部
役
員
に
よ
る
寸
劇
「
が
ま
だ

す
だ
け
が
健
康
？
」
が
行
わ
れ
、
地

域
を
あ
げ
て
健
診
受
診
率
上
昇
を
目

指
そ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
役
場
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
山
下
保
健
師
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
昨
年
の
健
診
の
結
果
か
ら
上
差

尾
地
区
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
具

体
的
な
指
摘
が
あ
り
、
参
加
者
は
さ

ら
に
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
た
よ
う
で

し
た
。

上
差
尾
健
康
づ
く
り
教
室

女

性

研

修

会

　２
月
６
日
、
潤
徳
小
学
校
で
そ
ば

打
ち
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
名

連
石
自
治
振
興
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
で
、
今
年

度
も
潤
徳
小
全
児
童
と
と
も
に
ソ
バ

を
栽
培
し
ま
し
た
が
、
シ
カ
の
被
害

を
受
け
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
ソ
バ

は
別
の
畑
の
も
の
。
３
〜
６
年
生
34

人
が
、
地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
の
指

導
を
受
け
、
こ
ね
る
・
の
ば
す
・
切

る
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
で
き

あ
が
っ
た
そ
ば
は
全
生
徒
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

潤
徳
小
で
そ
ば
打
ち

　平
成
９
年
に
産
声
を
上
げ
た
合
唱

団
「
虹
の
橋
」。
以
来
、
御
船
町
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
音
楽
祭
や
熊
本
県
合

唱
祭
な
ど
県
内
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
活
躍

し
て
き
ま
し
た
。「
音
の
和
は
人
の
和
、

心
の
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
、
町

内
唯
一
の
混
声
合
唱
団
「
虹
の
橋
」

の
創
立
１５
周
年
記
念
演
奏
会
が
、
２

月
５
日
に
千
寿
苑
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
３
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
を

前
に
、「
ふ
る
さ
と
」
や
「
春
の
小
川
」

な
ど
の
唱
歌
メ
ド
レ
ー
を
披
露
、
風

景
が
浮
か
ぶ
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
歌

声
が
会
場
に
や
さ
し
く
響
き
ま
し
た
。

合
唱
団
「
虹
の
橋
」
演
奏
会

二
瀬
本
コ
ミュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
座
元
の
民
家

で
夜
を
徹
し
て
奉
納
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
現
在
は
二
瀬
本
自
治
振
興
区

の
事
業
の
一つ
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
午
後
６
時
か
ら
、
約
６
時
間

に
わ
た
り
奉
納
さ
れ
た
舞
。
厳
か
な

舞
や
笑
い
を
誘
う
こ
っ
け
い
な
舞
な
ど

会
場
を
埋
め
た
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
保
存

会
婦
人
部
に
よ
る
お
に
ぎ
り
や
だ
ご

汁
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　精
神
及
び
知
的
障
が
い
の
方
や
そ

の
ご
家
族
に
親
睦
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
１
月
20
日
、
蘇
陽
総
合
支
所

で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交

流
会
に
は
、
民
生
委
員
、
家
族
会
会

長
、障
が
い
者
相
談
委
員
さ
ん
の
方
々

も
参
加
さ
れ
、輪
投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、

ベ
ン
チ
サ
ッ
カ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
は
、そ
よ
風
パ
ー

ク
で
の
バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
会
。
最
後
に

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
バ
ン
ド
演
奏
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
た
。
町
内
の
障
が

い
者
施
設
か
ら
も
参
加
が
あ
り
良
い

交
流
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

に
つ
い
て
は
蘇
陽
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

馬
見
原
小
そ
ば
打
ち
体
験

　お
よ
そ
９
０
０
年
前
か
ら
二
瀬
本

地
区
に
伝
わ
る
仁
瀬
本
神
社
夜
渡
神

楽
。
熊
本
県
の
無
形
文
化
財
で
あ
る

そ
の
神
楽
の
奉
納
会
が
１
月
２１
日
、

仁

瀬

本

神

社

神

楽

　２
月
２
日
、
馬
見
原
小
で
「
み
ん

な
で
お
そ
ば

　か
ん
し
ゃ
の
会
」
が
開

か
れ
、
３
年
生
の
児
童
５
人
が
馬
見

原
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
っ
し
ょ
に
そ

ば
を
打
ち
ま
し
た
。
使
う
ソ
バ
の
実
は

３
年
生
の
児
童
が
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
協
力
し
て
栽
培
・
収
穫
し
た

も
の
で
す
。
は
じ
め
て
そ
ば
用
の
大
き

な
包
丁
を
使
っ
た
佐
藤
雄
太
く
ん
は

「
全
部
自
分
た
ち
で
つ
く
る
の
は
楽
し

い
」
と
そ
ば
打
ち
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。
３
月
に
閉
校
さ
れ
る
馬
見
原
小
。

そ
ば
づ
く
り
の
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
か
ら
小
学
校
時
代
の
思
い

出
を
聞
き
、
み
ん
な
で
当
時
の
小
学

校
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

清

和

中

の

食

育

　１
月
27
日
、
清
和
中
の
食
育
の
一

環
と
し
て
、
３
年
生
が
清
和
物
産
館

で
「
文
楽
弁
当
」
作
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
６
種
類
の
料
理
を
分
担
し
て

テ
キ
パ
キ
と
作
業
し
、
弁
当
33
個
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完
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せ
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し
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。
一
緒
に
作
業
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Ｔ
の
ヨ
ー
ス
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そ
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味
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舌
鼓
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打
ち
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い
し
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食
べ
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い
ま
し
た
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２
月
２
日
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度
は
１

年
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ご
汁
」
作
り
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体
験
し

ま
し
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ご
汁
の
作
り
方
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り
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材
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討
し
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オ
リ
ジ
ナ
ル
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だ
ご
汁
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完
成
し
ま
し
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地
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も
色

ん
な
味
や
作
り
方
、
材
料
の
違
い
が

あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

観
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席
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入
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Ｕ
Ｐ

講
演
す
る
越
地
真
一
郎
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蘇
陽
地
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在
宅
精
神
・
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的
障
が
い
者
交
流
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２
月
２
日
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だ
ご
汁
作
り
体
験

善

行

表

彰

　少
年
補
導
員
と
し
て
長
年
活
躍
さ

れ
て
い
る
坂
田
雅
治
さ
ん
な
ど
３
人
へ

の
、
秋
季
善
行
者
表
彰
状
伝
達
式
が

山
都
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
善

行
者
表
彰
は
、
社
会
福
祉
・
青
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指
導
な
ど
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年
に
わ
た
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活
動
が
認

め
ら
れ
、（
社
）
日
本
善
行
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か
ら
贈

ら
れ
る
表
彰
で
す
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受
賞
さ
れ
た
の

は
次
の
方
々
で
す
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善
行
金
賞

　坂
田
雅
治
さ
ん

　

善
行
銅
賞

　藤
原
秀
幸
さ
ん

善
行
銅
賞

　菅

　清
次
郎
さ
ん

前
列
左
か
ら
菅
さ
ん
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坂
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ん
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藤
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ん
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図書館情報
－読書とは自分を発見することです－

●お問い合わせ 本館　７３－１６１６
清和　８２－３０３３
蘇陽　７３－２７５５

休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・年末年始）清和（GW・年末年始）

図
書
館

だ
よ
り
声の灯り

53

　喰らいついたら離さないと

犯罪者に「新宿鮫」と恐れ

られる刑事、鮫島。ハード

ボイルドな事件に巻き込まれ

たかと思いきや、人気コミッ

クの主人公と事件に挑んだり

と、魅力溢れる10 篇を集め

た人気シリーズ初の短編集で

す。

　いよいよ春がやってきま

す。通園通学グッズを手

作りしてみませんか。手さ

げバッグ・上履き入れ・コッ

プ袋・ランドセルカバー・

防災頭巾カバーなどの作

り方が載っています。初

心者に方もぜひどうぞ。

3月のおすすめ図書

「鮫島の貌－新宿鮫短編集」
大沢  在昌（おおさわ  ありまさ） 光文社　分類913

「いちばんよくわかる
 かんたんかわいい通園通学グッズ」
                                            日本ヴォーグ社　分類594

　「盆栽」を作り育てると

聞くと、ちょっと難しいの

ではと思ってしまいます

ね。まずは気軽な気持ち

で始めてみませんか。お

世話・栽培カレンダーつ

きで、初心者の方も上手

に盆栽を育てられます。

「だれでもできる
 小さな盆栽の作り方・育て方」
山田　香織（やまだ　かおり）家の光協会　分類627

　冷蔵・冷凍はもちろん

のこと、乾燥や燻製など

食材の保存方法はさまざ

まです。ではどうすれば

食材を上手に加工して美

味しく頂けるのでしょう。

そんな疑問にお答えする、

お役立ちの一冊です。

「わたしの手づくり保存食百科－
 シロップ・ピクルス・燻製・ソース」
リンダ・ブラウン                   　緑書房　分類596

　越後に流された親鸞はあ

る集団の騒動へ巻き込まれ

る。混乱と遠謀が渦巻く地

で、親鸞を待ち受ける人物と

は。新聞連載でご存知の方

も多い、前作「親鸞」に続

く物語「激動篇」です。

　法廷を騙そうとする犯罪者

一家の息子、銀行強盗と村

の名士の二つの顔を持つ男な

ど、11 の犯罪者の物語。著

者は刑事事件弁護士であり、

実際に起こった事件を元にし

て書かれた小説です。ドイ

ツで発表され世界中で反響

を呼んだ作品です。

親鸞－激動篇（上・下）」
五木　寛之（いつき　ひろゆき） 講談社　分類913

「犯罪」
シーラッハ・フェルディナント・フォン
                                                 東京創元社　分類943

本の返却お願いします図書館セミナーを開催します

第146回 直木賞・芥川賞決定！

日時：3月11日　午後1時30分～
場所：矢部保健福祉センター千寿苑
演題：「TPPでどう変わる私たちの暮らし」
講師：熊本大学文学部総合人間学科地域社会学教授　 
　　　 徳野　貞雄（とくの　さだお）氏
　TPP「環太平洋戦略的経済連帯協定」とは一体私たちの

生活に何をもたらすのでしょうか。言葉ばかり先行し、「よく

聞く言葉だけど、意味はわからない」ままになっていませんか。

改めて「TPP」とは何か私たちの生活はどう変わるのか。

ぜひご参加ください。

※図書館ではより多くの方に本を届
けるために、未返却の方へ本の返
却のご協力をお願いしています。
ハガキやお電話で確認を行ってい
ますので、ご協力ください。

※転居により住所や電話番号が変更
された方は、必ず図書館へ申し出
てください。登録内容を変更しま
す。連絡先の確認が取れない場
合は、確認させていただきます。

　第 146 回直木賞・芥川賞受賞作品が決定しました。直木賞は福岡県在

住の作家葉室麟氏、芥川賞は受賞会見で話題となった田中慎弥氏と円城

塔氏が受賞しました。話題の本は予約いただくと早く読むことができます。

お近くの図書館でご予約ください。

　若い武士壇野庄三郎は城内で刃

傷沙汰に及び、切腹を言い渡され

るが、家老によりそれを免れた。

壇野は幽閉中の戸田秋谷の元へ遣

わされ、監視をするように命ぜられ

る。戸田はある 7 年前の事件によ

り、10 年後の切腹を言い渡されて

いた。事件の詳細を調べるうちに、

壇野は秋谷の無実を信じるように

なるのだが・・・。豊かな自然の

描写も素晴らしい感動の時代小説

です。

『蜩ノ記（ひぐらしのき）』
葉室　麟（はむろ　りん）　祥伝社

す
ば
る
10
月
号

田
中

　慎
弥（
た
な
か

　し
ん
や
）

『
共
喰
い（
と
も
ぐ
い
）』

群
青
７
月
号

円
城

　塔（
え
ん
じ
ょ
う

　と
う
）

『
道
化
師
の
蝶（
ど
う
け
し
の
ち
ょ
う
）』 

直
木
賞

芥
川
賞
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「どぶろく歌瀬」の産みの親、興梠妙子さん

ど
ぶ
ろ
く
特
区

　ど
ぶ
ろ
く
は
、
日
本
酒
を
つ
く
る
課
程
で
「
も

ろ
み
」
を
ろ
過
・
殺
菌
し
な
い
こ
と
か
ら
濁
り

酒
（
に
ご
り
ざ
け
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
昔
は
、

多
く
の
農
家
が
大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

収
穫
し
た
米
で
自
由
に
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
酒
税
法
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
お
り
、
許

可
な
く
つ
く
る
と
酒
税
法
違
反
に
問
わ
れ
ま
す
。

　国
は
２
０
０
３
年
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
規
制
緩
和
策
と
し
て
構
造
改
革
特
区
を
設

け
ま
し
た
。
濁
り
酒
の
製
造
免
許
に
関
す
る
規

制
緩
和
も
そ
の一つ
で
、通
称
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
区
に
適
用
さ
れ
る

規
制
の
特
例
措
置
は
、
農
家
民
宿
や
飲
食
店
な

ど
を
営
む
特
定
農
業
者
に
よ
る
特
定
酒
類
の
製

造
事
業
。
つ
ま
り
、
特
区
内
で
の
ど
ぶ
ろ
く
の

製
造
と
飲
食
店
や
民
宿
な
ど
で
の
販
売
が
許
可

さ
れ
た
の
で
す
。
現
在
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
ヵ

所
を
超
え
る
地
域
が
特
区
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
が
２
年
連
続

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
獲
得

山
都
町
の
米
、
山
都
町
の
水
で
造
っ
た
、

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
。

愛
媛
県
で
行
わ
れ
た
全
国
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
で

そ
の
お
い
し
さ
が
再
び
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会

　愛
媛
県
東
温
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
７
回
全

国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
。
全
国
の
ど
ぶ
ろ
く
特

区
の
製
造
者
及
び
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
製

造
の
状
況
、
活
用
方
法
、
地
域
へ
の
波
及
効
果

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
都
市
と
農
山
漁
村

の
交
流
を
活
発
に
し
て
地
域
の
活
発
化
を
図
ろ

う
と
、
２
０
０
６
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
研
究
大
会
の
中
で
行
わ
れ
る
ど
ぶ
ろ
く

コ
ン
テ
ス
ト
。
全
国
各
地
の
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
特

区
内
ど
ぶ
ろ
く
77
銘
柄
が
揃
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

「
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
」
が
昨
年
に
続
き
今
年
も
優

秀
賞
を
獲
得
。
そ
の
お
い
し
さ
が
再
び
全
国
で

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
都
町
で
は
た
だ
ひ
と
つ

　ど
ぶ
ろ
く
特
区
で
は
、
特
区
内
で
作
っ
た
米

を
原
料
と
し
て
ど
ぶ
ろ
く
を
造
る
場
合
、
酒
税

法
の
最
低
製
造
量
基
準
（
年
６
０
０
０
リ
ッ
ト

ル
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
蘇
陽
地
区
は
２
０
０

５
年
７
月
、
阿
蘇
地
域
の
市
町
村
共
同
で
、
濁

り
酒
の
製
造
免
許
の
要
件
緩
和
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
緩
和
を
盛
り
込
ん
だ
「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
特
区
」
で
内
閣
府
か
ら
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
特
区
を
通
じ
て
、
都
市
と
農

村
の
交
流
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
狙
い
で
す
。

　山
都
町
菅
尾
に
あ
る
「
歌
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
」。

運
営
・
企
画
を
担
当
す
る
興
梠
公
治
さ
ん
が
、

毎
週
の
よ
う
に
繰
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
で
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
利
用
客
が
あ
り
、
週

末
は
場
内
は
テ
ン
ト
で
埋
ま
り
ま
す
。

　そ
の
公
治
さ
ん
の
母
、
妙
子
さ
ん
が
「
ど
ぶ

ろ
く
歌
瀬
」
の
産
み
の
親
。
特
区
を
利
用
し
て

ど
ぶ
ろ
く
を
生
産
・
販
売
す
る
の
は
、
蘇
陽
地

区
で
妙
子
さ
ん
の
み
。
山
都
町
で
は
た
だ
ひ
と
つ

の
ど
ぶ
ろ
く
で
す
。
妙
子
さ
ん
は
、
講
習
会
な

ど
で
学
ん
だ
あ
と
、
２
０
０
７
年
10
月
に
酒
類

製
造
免
許
の
交
付
を
受
け
、
キ
ャ
ン
プ
場
敷
地

内
の
製
造
所
で
造
り
始
め
ま
し
た
。

　原
料
と
な
る
の
は
、
自
家
栽
培
す
る
あ
き
げ

し
き
「
歌
瀬
米
」
と
地
元
の
お
い
し
い
水
。
仕

込
み
か
ら
約
２
週
間
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
て

甘
み
の
あ
る
ど
ぶ
ろ
く
が
作
り
だ
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
町
の
特
産
品

　「ど
ぶ
ろ
く
は
同
じ
味
を
作
り
出
す
の
が
と
て

も
難
し
い
。
今
回
も
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
今

年
も
よ
い
味
の
ど
ぶ
ろ
く
を
作
り
出
せ
た
こ
と

で
あ
る
の
で
、
う
れ
し
い
。」
仕
込
み
の
最
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た

妙
子
さ
ん
。

　「ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
」
は
自
家
製
造
な
の
で
大

量
生
産
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

宿
泊
者
や
町
内
の
方
々
の
購
入
な
ど
、
年
々
注

文
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
の
お

土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
方
も
多
く
な
り
、
町

の
特
産
品
と
し
て
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
は
昨
年
の
２
倍
と
な
る
約
７
２
０

リ
ッ
ト
ル
を
製
造
す
る
予
定
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

は
１０
〜
１３
度
。
価
格
は
１
本
（
７
２
０
ml
）
１
，

３
０
０
円
（
税
込
み
）。
12
月
か
ら
は
、
米
麹

を
変
え
て
つ
く
ら
れ
た
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬「
華
」（
７

２
０
ml
・１
，５
０
０
円
）
も
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　公
治
さ
ん
は
、「
最
近
、
韓
国
の
マ
ッ
コ
リ
ブ
ー

ム
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
家
庭
の
酒
で
あ
っ
た
ど
ぶ

ろ
く
ブ
ー
ム
が
く
る
と
う
れ
し
い
。
美
里
町
で
ど

ぶ
ろ
く
特
区
申
請
へ
の
動
き
が
あ
り
、
何
度
か

講
師
で
出
向
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

阿
蘇
へ
と
向
か
う
国
道
２
１
８
号
線
・
２
６
５

号
線
を
「
ど
ぶ
ろ
く
街
道
」
と
銘
打
っ
て
キ
ャ
ン

ペー
ン
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
山
都
町
で
ど
ぶ

ろ
く
特
区
を
と
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
ど
ぶ
ろ
く

を
使
っ
た
地
域
活
性
化
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

どぶろく歌瀬　山都の米と水が作り出す　珠玉の酒

②１０日～１５日間発酵　味の決め手は温度管理
　麹を混ぜた米を発酵容器に入れます。そこにお湯で溶か
した酵母を加えて発
酵させます。この間
重要になるのは温
度管理で、ここで
味が決まります。毎
日一度かくはんを続
け、約１５度で１０～
１４日間管理します。

③仕込みから２週間　瓶詰めして完成
　毎日かくはんをしながら発酵具合を見極め、仕込みから
約２週間後、瓶詰
め作業です。アル
コール測定装置でア
ルコール度数を測っ
たあと、新酒を１本
ずつ丁寧に瓶に注
ぎ、キャップをしめ
てラベルを貼ります。

①原料は自家栽培のあきげしきと菅尾のおいしい水
原料の米は、興梠さんが自分の田んぼで丹精込めて育て
たあきげしき「歌瀬
米」。菅尾の水で
研ぎ、機械で蒸し
上げます。蒸し上
がったら丹念に広
げあら熱を取ります。
冷ましたら麹と混ぜ
合わせます。
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「どぶろく歌瀬」の産みの親、興梠妙子さん

ど
ぶ
ろ
く
特
区

　ど
ぶ
ろ
く
は
、
日
本
酒
を
つ
く
る
課
程
で
「
も

ろ
み
」
を
ろ
過
・
殺
菌
し
な
い
こ
と
か
ら
濁
り

酒
（
に
ご
り
ざ
け
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
昔
は
、

多
く
の
農
家
が
大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、

収
穫
し
た
米
で
自
由
に
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
酒
税
法
で
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
お
り
、
許

可
な
く
つ
く
る
と
酒
税
法
違
反
に
問
わ
れ
ま
す
。

　国
は
２
０
０
３
年
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
規
制
緩
和
策
と
し
て
構
造
改
革
特
区
を
設

け
ま
し
た
。
濁
り
酒
の
製
造
免
許
に
関
す
る
規

制
緩
和
も
そ
の一つ
で
、通
称
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
区
に
適
用
さ
れ
る

規
制
の
特
例
措
置
は
、
農
家
民
宿
や
飲
食
店
な

ど
を
営
む
特
定
農
業
者
に
よ
る
特
定
酒
類
の
製

造
事
業
。
つ
ま
り
、
特
区
内
で
の
ど
ぶ
ろ
く
の

製
造
と
飲
食
店
や
民
宿
な
ど
で
の
販
売
が
許
可

さ
れ
た
の
で
す
。
現
在
ま
で
に
全
国
で
１
０
０
ヵ

所
を
超
え
る
地
域
が
特
区
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
が
２
年
連
続

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
獲
得

山
都
町
の
米
、
山
都
町
の
水
で
造
っ
た
、

こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
。

愛
媛
県
で
行
わ
れ
た
全
国
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
で

そ
の
お
い
し
さ
が
再
び
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会

　愛
媛
県
東
温
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
７
回
全

国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
。
全
国
の
ど
ぶ
ろ
く
特

区
の
製
造
者
及
び
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
製

造
の
状
況
、
活
用
方
法
、
地
域
へ
の
波
及
効
果

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
都
市
と
農
山
漁
村

の
交
流
を
活
発
に
し
て
地
域
の
活
発
化
を
図
ろ

う
と
、
２
０
０
６
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
の
研
究
大
会
の
中
で
行
わ
れ
る
ど
ぶ
ろ
く

コ
ン
テ
ス
ト
。
全
国
各
地
の
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
特

区
内
ど
ぶ
ろ
く
77
銘
柄
が
揃
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

「
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
」
が
昨
年
に
続
き
今
年
も
優

秀
賞
を
獲
得
。
そ
の
お
い
し
さ
が
再
び
全
国
で

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

山
都
町
で
は
た
だ
ひ
と
つ

　ど
ぶ
ろ
く
特
区
で
は
、
特
区
内
で
作
っ
た
米

を
原
料
と
し
て
ど
ぶ
ろ
く
を
造
る
場
合
、
酒
税

法
の
最
低
製
造
量
基
準
（
年
６
０
０
０
リ
ッ
ト

ル
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
蘇
陽
地
区
は
２
０
０

５
年
７
月
、
阿
蘇
地
域
の
市
町
村
共
同
で
、
濁

り
酒
の
製
造
免
許
の
要
件
緩
和
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
規
制
緩
和
を
盛
り
込
ん
だ
「
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
特
区
」
で
内
閣
府
か
ら
認
定

を
受
け
ま
し
た
。
特
区
を
通
じ
て
、
都
市
と
農

村
の
交
流
拡
大
や
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
狙
い
で
す
。

　山
都
町
菅
尾
に
あ
る
「
歌
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
」。

運
営
・
企
画
を
担
当
す
る
興
梠
公
治
さ
ん
が
、

毎
週
の
よ
う
に
繰
り
出
す
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
で
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
利
用
客
が
あ
り
、
週

末
は
場
内
は
テ
ン
ト
で
埋
ま
り
ま
す
。

　そ
の
公
治
さ
ん
の
母
、
妙
子
さ
ん
が
「
ど
ぶ

ろ
く
歌
瀬
」
の
産
み
の
親
。
特
区
を
利
用
し
て

ど
ぶ
ろ
く
を
生
産
・
販
売
す
る
の
は
、
蘇
陽
地

区
で
妙
子
さ
ん
の
み
。
山
都
町
で
は
た
だ
ひ
と
つ

の
ど
ぶ
ろ
く
で
す
。
妙
子
さ
ん
は
、
講
習
会
な

ど
で
学
ん
だ
あ
と
、
２
０
０
７
年
10
月
に
酒
類

製
造
免
許
の
交
付
を
受
け
、
キ
ャ
ン
プ
場
敷
地

内
の
製
造
所
で
造
り
始
め
ま
し
た
。

　原
料
と
な
る
の
は
、
自
家
栽
培
す
る
あ
き
げ

し
き
「
歌
瀬
米
」
と
地
元
の
お
い
し
い
水
。
仕

込
み
か
ら
約
２
週
間
、
温
度
管
理
を
徹
底
し
て

甘
み
の
あ
る
ど
ぶ
ろ
く
が
作
り
だ
さ
れ
ま
す
。

新
た
な
町
の
特
産
品

　「ど
ぶ
ろ
く
は
同
じ
味
を
作
り
出
す
の
が
と
て

も
難
し
い
。
今
回
も
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
今

年
も
よ
い
味
の
ど
ぶ
ろ
く
を
作
り
出
せ
た
こ
と

で
あ
る
の
で
、
う
れ
し
い
。」
仕
込
み
の
最
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
た

妙
子
さ
ん
。

　「ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬
」
は
自
家
製
造
な
の
で
大

量
生
産
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
プ
場

宿
泊
者
や
町
内
の
方
々
の
購
入
な
ど
、
年
々
注

文
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
の
お

土
産
と
し
て
購
入
さ
れ
る
方
も
多
く
な
り
、
町

の
特
産
品
と
し
て
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
は
昨
年
の
２
倍
と
な
る
約
７
２
０

リ
ッ
ト
ル
を
製
造
す
る
予
定
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

は
１０
〜
１３
度
。
価
格
は
１
本
（
７
２
０
ml
）
１
，

３
０
０
円
（
税
込
み
）。
12
月
か
ら
は
、
米
麹

を
変
え
て
つ
く
ら
れ
た
ど
ぶ
ろ
く
歌
瀬「
華
」（
７

２
０
ml
・１
，５
０
０
円
）
も
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　公
治
さ
ん
は
、「
最
近
、
韓
国
の
マ
ッ
コ
リ
ブ
ー

ム
だ
が
、
同
じ
よ
う
に
家
庭
の
酒
で
あ
っ
た
ど
ぶ

ろ
く
ブ
ー
ム
が
く
る
と
う
れ
し
い
。
美
里
町
で
ど

ぶ
ろ
く
特
区
申
請
へ
の
動
き
が
あ
り
、
何
度
か

講
師
で
出
向
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

阿
蘇
へ
と
向
か
う
国
道
２
１
８
号
線
・
２
６
５

号
線
を
「
ど
ぶ
ろ
く
街
道
」
と
銘
打
っ
て
キ
ャ
ン

ペー
ン
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
山
都
町
で
ど
ぶ

ろ
く
特
区
を
と
っ
て
ほ
し
い
。」
と
、
ど
ぶ
ろ
く

を
使
っ
た
地
域
活
性
化
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

どぶろく歌瀬　山都の米と水が作り出す　珠玉の酒

②１０日～１５日間発酵　味の決め手は温度管理
　麹を混ぜた米を発酵容器に入れます。そこにお湯で溶か
した酵母を加えて発
酵させます。この間
重要になるのは温
度管理で、ここで
味が決まります。毎
日一度かくはんを続
け、約１５度で１０～
１４日間管理します。

③仕込みから２週間　瓶詰めして完成
　毎日かくはんをしながら発酵具合を見極め、仕込みから
約２週間後、瓶詰
め作業です。アル
コール測定装置でア
ルコール度数を測っ
たあと、新酒を１本
ずつ丁寧に瓶に注
ぎ、キャップをしめ
てラベルを貼ります。

①原料は自家栽培のあきげしきと菅尾のおいしい水
原料の米は、興梠さんが自分の田んぼで丹精込めて育て
たあきげしき「歌瀬
米」。菅尾の水で
研ぎ、機械で蒸し
上げます。蒸し上
がったら丹念に広
げあら熱を取ります。
冷ましたら麹と混ぜ
合わせます。
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国民年金からのお知らせ
　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65
歳
か

ら
月
額
６
５
，
７
４
１
円
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納

め
た
期
間
や
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
が
、
25
年
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
25
年
に
は
い

わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」（
合
算
対
象
期
間
）

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
期
間
（
合
算
対
象
期
間
）
と
は

　
カ
ラ
期
間
と
は
、
25
年
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
「
実
」
の
な
い

期
間
の
こ
と
で
す
。

山都町観光案内所
ギャラリー喫茶

ルポン　　72－1054

３月ギャラリーのご案内

３月１日（木）～２９日（木）

「森・山口二人展
鎌倉の春と伊予の屋根付橋」
鎌倉の春を大判写真で印象深く、屋根付橋は昔の人の
ロマンを感じさせてくれます。ぜひ、ご覧ください。

　
国
民
年
金
制
度
が
始
ま
っ
た
昭
和
36

年
４
月
以
降
の
期
間
の
み
が
対
象
と
な

り
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の

に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
が
対
象
で

す
。
主
な
も
の
と
し
て
次
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た

期
間

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
に
学
生
だ
っ
た

期
間

③
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間

ま
た
、
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間

も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
カ
ラ
期
間
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ご
本
人
に
よ
る
申
出
が
必
要
で
す

　
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
ご
本
人
の

申
出
に
よ
り
そ
の
有
無
が
調
査
さ
れ
ま

す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所

ま
た
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話
に

よ
る
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７

０‐

０
５‐
１
１
６
５
）」
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
　
熊
本
東
年
金
事
務
所

０
９
６‐

３
６
７‐

８
１
４
４

　
　
役
場
健
康
福
祉
課７

２‐
１
１
７
３

「
カ
ラ
期
間
」を
ご
存
じ
で
す
か

 ●特別児童扶養手当

　２０歳未満で、身体または知的・精神に中度以上の
障がいのある児童を養育している父もしくは母、または
父母に代わってその児童を養育している人に対し手当が
支給されます。
【手当月額】１級：１人につき５０，５５０円
　　　　　 ２級：１人につき３３，６７０円

 ●特別障害者手当

　身体または知的・精神に著しく重度の障がいがあり、
日常生活に常に特別の介護を必要とする在宅の２０歳以
上の重度障がい者に対し手当が支給されます。
【手当月額】２６，３４０円

 ●障害児福祉手当

　身体または知的・精神に重度の障がいがあり、日常
生活に常に介護を必要とする在宅の２０歳未満の重度障
がい者に対し手当が支給されます。
【手当月額】１４，３３０円

 ●重度心身障害者医療費助成

　重度心身障がい者の経済的な負担を軽減するため、
医療費の一部負担金から自己負担額を差し引いた額を
支給します。
【自己負担額】・入院　２，０４０円／月
　　　　　   ・通院　１，０２０円／月

 ●補装具の購入（修理）費の支給

　盲人安全つえ、義眼、眼鏡、補聴器、義肢、車いす、
電動車いす、歩行補助つえなど、身体障害者手帳を所
持する方を対象に給付（修理）します。

 ●障がい者相談員支援

　障がいのある人や、その家族からのさまざまな相談に
応じて、問題解決への助言や相談を行っています。お
気軽にご相談ください。
【身体障がいに関する相談先】
　　高松東二郎さん（北中島）（75-0250）
　　工藤　一利さん（井無田）（82-2188）
　　中村　眞弓さん（菅　尾）（83-0541）
【知的障がいに関する相談先】
　　梶原　俊治さん（鶴ヶ田）（82-2100）

障がい者福祉制度
　障がいのある方が安心して自立した生活を送れ
るように、国や熊本県、山都町では、各種福祉サー
ビスを提供しています。ここでは、各種助成や手
当をご紹介します。条件などについては、相談員
か問い合わせ先にお気軽にお尋ねください。

問い合せ先

役場　健康福祉課　福祉係
（72ー1229）

　　　清和総合支所　健康福祉課
（82ー2111）

　　　蘇陽総合支所　健康福祉課
（83ー1111）

４月１日から

「限度額適用認定証」を提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます。

　限度額適用認定証を提示しないと従来

どおりの手続きとなりますのでご注意くだ

さい。

　限度額適用認定証は、加入する医療保

険者に事前に申請し、交付を受ける必要

があります。申請方法、自己負担限度額

など詳しくはご相談ください。

　山都町国民健康保険に加入されている

方が申請をされる場合は、下記の窓口で

被保険者証および印鑑を持参のうえ申請し

てください。

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来医療を受

けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合

でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、４月１日

からは、「限度額適用認定証」を提示すれば、限度額を超える分

を窓口で支払う必要はなくなります。

高額な外来診療を
受ける皆さまへ

70歳未満の方
70歳以上の非課税
世帯等の方

ご加入の健康保
険 窓口で「限度
額適用 認定 証」
の交付を申請して
ください。

「限度額適用認定証」を
窓口に提示してください。

70歳以上75歳未満
で、非課税世帯では
ない方 必要ありません

必要ありません

「高齢受給者証」を窓口に
提示してください
※山都町国保に加入の方
は被保険者証を窓口に
提示してください。

「後期高齢者医療被保険
者証」を窓口に提示してく
ださい

75歳以上で、非課税
世帯等ではない方

受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

町道千滝染野線（染野トンネル）

全面通行止めになります。
　建設課では、町道千滝染野線染

野トンネル周辺を、通行しやすくす

るため道路を拡げる工事を行いま

す。この工事に伴い、次のような通

行規制が実施されます。大変ご迷

惑をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

矢部小

郵便局
中央公民館

教育委員会

国道２１８号

国道４４５号
山都警察署

通潤橋
染野トンネル

町営グラウンド

　山都町役場

浜町事務所 分所

千滝クリーン

　 ハウス

千寿苑

山都町役場

浜町事務所

全面通行止め

国民宿舎
通潤山荘

上益城
地域振興局
土木部

規制期間
３月１日～11月 30日

規制内容
終日全面通行止め
※期間中は誘導員や看板に従って、
　迂回してください。

問 役場　建設課（72－1145）

役場　健康福祉課　国保年金係
　（７２ー１１７３）

清和総合支所　健康福祉課
（８２ー２１１１）

蘇陽総合支所　健康福祉課
（８３ー１１１１）

問い合わせ先
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国民年金からのお知らせ
　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
、
国
民
年
金
、

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
制
度
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65
歳
か

ら
月
額
６
５
，
７
４
１
円
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
公
的
年
金
制
度
の
保
険
料
を
納

め
た
期
間
や
国
民
年
金
の
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
が
、
25
年
以
上
あ
る
こ

と
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
25
年
に
は
い

わ
ゆ
る「
カ
ラ
期
間
」（
合
算
対
象
期
間
）

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
期
間
（
合
算
対
象
期
間
）
と
は

　
カ
ラ
期
間
と
は
、
25
年
の
資
格
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
な
い
、
い
わ
ば
「
実
」
の
な
い

期
間
の
こ
と
で
す
。

山都町観光案内所
ギャラリー喫茶

ルポン　　72－1054

３月ギャラリーのご案内

３月１日（木）～２９日（木）

「森・山口二人展
鎌倉の春と伊予の屋根付橋」
鎌倉の春を大判写真で印象深く、屋根付橋は昔の人の
ロマンを感じさせてくれます。ぜひ、ご覧ください。

　
国
民
年
金
制
度
が
始
ま
っ
た
昭
和
36

年
４
月
以
降
の
期
間
の
み
が
対
象
と
な

り
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
た
の

に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
が
対
象
で

す
。
主
な
も
の
と
し
て
次
の
３
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な

ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た

期
間

②
平
成
３
年
３
月
ま
で
に
学
生
だ
っ
た

期
間

③
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間

ま
た
、
昭
和
61
年
３
月
ま
で
に
厚
生
年

金
な
ど
か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期
間

も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
い
ろ
い
ろ
な
カ
ラ
期
間
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

ご
本
人
に
よ
る
申
出
が
必
要
で
す

　
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
は
、
ご
本
人
の

申
出
に
よ
り
そ
の
有
無
が
調
査
さ
れ
ま

す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
で
、
カ
ラ
期
間
と
な
る

可
能
性
の
あ
る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
熊
本
東
年
金
事
務
所

ま
た
は
役
場
健
康
福
祉
課
に
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
電
話
に

よ
る
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７

０‐

０
５‐

１
１
６
５
）」
を
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　
　
熊
本
東
年
金
事
務
所

０
９
６‐

３
６
７‐

８
１
４
４

　
　
役
場
健
康
福
祉
課７

２‐

１
１
７
３

「
カ
ラ
期
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」を
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で
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 ●特別児童扶養手当

　２０歳未満で、身体または知的・精神に中度以上の
障がいのある児童を養育している父もしくは母、または
父母に代わってその児童を養育している人に対し手当が
支給されます。
【手当月額】１級：１人につき５０，５５０円
　　　　　 ２級：１人につき３３，６７０円

 ●特別障害者手当

　身体または知的・精神に著しく重度の障がいがあり、
日常生活に常に特別の介護を必要とする在宅の２０歳以
上の重度障がい者に対し手当が支給されます。
【手当月額】２６，３４０円

 ●障害児福祉手当

　身体または知的・精神に重度の障がいがあり、日常
生活に常に介護を必要とする在宅の２０歳未満の重度障
がい者に対し手当が支給されます。
【手当月額】１４，３３０円

 ●重度心身障害者医療費助成

　重度心身障がい者の経済的な負担を軽減するため、
医療費の一部負担金から自己負担額を差し引いた額を
支給します。
【自己負担額】・入院　２，０４０円／月
　　　　　   ・通院　１，０２０円／月

 ●補装具の購入（修理）費の支給

　盲人安全つえ、義眼、眼鏡、補聴器、義肢、車いす、
電動車いす、歩行補助つえなど、身体障害者手帳を所
持する方を対象に給付（修理）します。

 ●障がい者相談員支援

　障がいのある人や、その家族からのさまざまな相談に
応じて、問題解決への助言や相談を行っています。お
気軽にご相談ください。
【身体障がいに関する相談先】
　　高松東二郎さん（北中島）（75-0250）
　　工藤　一利さん（井無田）（82-2188）
　　中村　眞弓さん（菅　尾）（83-0541）
【知的障がいに関する相談先】
　　梶原　俊治さん（鶴ヶ田）（82-2100）

障がい者福祉制度
　障がいのある方が安心して自立した生活を送れ
るように、国や熊本県、山都町では、各種福祉サー
ビスを提供しています。ここでは、各種助成や手
当をご紹介します。条件などについては、相談員
か問い合わせ先にお気軽にお尋ねください。

問い合せ先

役場　健康福祉課　福祉係
（72ー1229）

　　　清和総合支所　健康福祉課
（82ー2111）

　　　蘇陽総合支所　健康福祉課
（83ー1111）

４月１日から

「限度額適用認定証」を提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます。

　限度額適用認定証を提示しないと従来

どおりの手続きとなりますのでご注意くだ

さい。

　限度額適用認定証は、加入する医療保

険者に事前に申請し、交付を受ける必要

があります。申請方法、自己負担限度額

など詳しくはご相談ください。

　山都町国民健康保険に加入されている

方が申請をされる場合は、下記の窓口で

被保険者証および印鑑を持参のうえ申請し

てください。

　これまでの高額療養費制度の仕組みでは、高額な外来医療を受

けたとき、ひと月の窓口負担が自己負担限度額以上になった場合

でも、いったんその額をお支払いいただいていましたが、４月１日

からは、「限度額適用認定証」を提示すれば、限度額を超える分

を窓口で支払う必要はなくなります。

高額な外来診療を
受ける皆さまへ

70歳未満の方
70歳以上の非課税
世帯等の方

ご加入の健康保
険 窓口で「限度
額適用 認定 証」
の交付を申請して
ください。

「限度額適用認定証」を
窓口に提示してください。

70歳以上75歳未満
で、非課税世帯では
ない方 必要ありません

必要ありません

「高齢受給者証」を窓口に
提示してください
※山都町国保に加入の方
は被保険者証を窓口に
提示してください。

「後期高齢者医療被保険
者証」を窓口に提示してく
ださい

75歳以上で、非課税
世帯等ではない方

受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

町道千滝染野線（染野トンネル）

全面通行止めになります。
　建設課では、町道千滝染野線染

野トンネル周辺を、通行しやすくす

るため道路を拡げる工事を行いま

す。この工事に伴い、次のような通

行規制が実施されます。大変ご迷

惑をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

矢部小

郵便局
中央公民館

教育委員会

国道２１８号

国道４４５号
山都警察署

通潤橋
染野トンネル

町営グラウンド

　山都町役場

浜町事務所 分所

千滝クリーン

　 ハウス

千寿苑

山都町役場

浜町事務所

全面通行止め

国民宿舎
通潤山荘

上益城
地域振興局
土木部

規制期間
３月１日～11月 30日

規制内容
終日全面通行止め
※期間中は誘導員や看板に従って、
　迂回してください。

問 役場　建設課（72－1145）

役場　健康福祉課　国保年金係
　（７２ー１１７３）

清和総合支所　健康福祉課
（８２ー２１１１）

蘇陽総合支所　健康福祉課
（８３ー１１１１）

問い合わせ先
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1歳児
健診

7ヶ月
健診

4ヶ月
健診

すくすく育て
乳 幼 児 健 診

※保護者のご承諾をいただいた赤ちゃんを、
　撮影・掲載しています。

平成２４年１月２０日＝千寿苑

ぼく、わたし、 ～ 4歳児歯科健診～虫歯なかったよ

地域の環境を
守るために

　山都町「食と農を守る会」第４回山都町「農地・水・環境保全向
上対策」活動報告会が１月２９日、蘇陽総合支所営農ホールで開催
されました。
　報告会には３００名を越える参加者があり、活動に取り組む２４
組織の中から６つの組織が自らの地域の特色を生かした活動報告を
行いました。また、玄関ホールでは、各組織の活動を紹介したポス
ターも展示されました。審査の結果、最優秀賞（活動報告部門）には、
中島東部環境保全協議会、活動大賞（ポスター部門）に、下名連石
農地・水会が選ばれました。

中島東部環境保全協議会のみなさん

下名連石農地・水会のポスター

郡市対抗女子駅伝
上益城チームが６位入賞

　１月２９日、第２９回熊日郡市対抗女子駅伝が開催
され、上益城郡チームは６位入賞を果たしました。山
都町から中川京香選手（６区）と一瀬遥香選手（７区）
が出場。ともに上益城の入賞に大きく貢献する走りを
見せました。
　舞台は、熊本市のびぷれす熊日会館前をスタート、
益城町下小谷を折り返し、熊日会館前をゴールとする
７区間３０ｋｍ。１９郡市の代表が、熾烈な争いを繰
り広げました。優勝したのは、最終区で大逆転した天
草市。上益城郡チームは、中川さん、一瀬さんなど選
手全員が順当に実力を発揮し６位でゴール。昨年から
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４つ順位を上げ、来年への期待も大きく膨らむ結果で
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ワ
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ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題

何
が
パ
ワ
ハ
ラ
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2223

季
節
の
う
た

季
節
の
う
た

書 

道

3月の当番医

〔平成２4年1月３1日現在〕

山都町の人口

訂正とお詫び

男
女
計
世帯

８，５７２人
９，１５６人
１７，７２８人
６，７４８戸

（－２０）
（－１２）
（－３２）
（－１１）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
84

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

▼
や
ま
な
み
の
会

あ
か
ぎ
れ
に
薬
す
り
こ
む
母
に
似
て
　
　
　
　
今
村
　
芳
子

闘
病
の
命
大
事
に
年
を
越
す
　
　
　
　
　
　
　
赤
澤
扶
光
子

「
山
脈
」
の
製
本
終
へ
て
年
用
意
　
　
　
　
　  

岩
崎
　
延
枝

東
空
一
番
星
は
浮
か
び
居
る
西
の
空
に
は
二
番
星
出
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
エ
ミ

掃
き
寄
せ
る
落
ち
葉
の
音
の
軽
や
か
さ
わ
た
し
の
辞
世
も

か
く
あ
り
た
し
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
弘
子

気
が
付
け
ば
車
数
台
引
き
連
れ
て
わ
れ
先
導
者
農
道
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
閑
比
奈
子

▼
通
潤
句
会

初
読
の
西
行
歌
集
願
は
く
ば
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
幸
子

寒
餅
や
夫
（
つ
ま
）
に
は
夫
の
幼
き
日
　
　
　
中
村
　
暢
子

▼
清
和
短
歌
会

す
す
き
穂
の
白
さ
よ
り
増
し
風
を
呼
ぶ
阿
蘇
の
広
野
に

白
波
が
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
叢
司

祖
父
の
そ
の
父
も
眺
め
た
高
千
穂
野
我
も
父
も
眺
め
て
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
瀬
　
哲
治

幾
度
か
死
線
を
越
え
て
生
か
さ
れ
て
奇
し
き
な
因
縁

米
寿
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
崎
　
孝
行

▼
馬
見
原
酔
山
会

裏
庭
に
妻
と
二
人
の
ど
ん
ど
か
な
　
　
　
　
　
長
谷
野
澄
博

帰
り
道
切
り
絵
の
ご
と
き
寒
の
月
　
　
　
　
　
高
田
ゆ
か
り

退
院
の
立
春
近
し
待
ち
遠
し
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
　
　
博

（電話72-0210）

（電話72-1121）

（電話72-0307）

（電話72-0029）

３月４日

３月11日

３月18日

３月25日

坂本クリニック

矢部広域病院

野 田 医 院

伴 病 院

※（　）は前月比
※最高齢は１０６歳〔女性１人〕
※１月１日～１月３１日の出生届数
　１１人
※１月１日～１月３１日の死亡届数
　２８人

 

何
が
パ
ワ
ハ
ラ
？

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」
は
、
法
令
上
は
明

確
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま

だ
不
明
確
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
的
に
は
「
職
場
内
で
の

地
位
や
権
限
を
利
用
し
た
い
じ
め
」

を
指
し
、「
職
権
な
ど
の
優
位
に
あ

る
権
限
を
背
景
に
、
本
来
の
業
務
範

囲
を
超
え
、
継
続
的
に
、
相
手
の
人

格
と
尊
厳
を
侵
害
す
る
言
動
を
行

い
、
就
労
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
、
あ

る
い
は
雇
用
不
安
を
与
え
る
こ
と
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
職
権
な
ど
優
位
に
あ
る
権
限
を
背

景
に

　
職
場
内
で
の
上
司
と
し
て
の
権
限

を
利
用
し
た
部
下
な
ど
に
対
す
る
行

為
。
パ
ワ
ハ
ラ
は
上
下
の
関
係
だ
け

で
な
く
、
同
僚
間
や
正
社
員
・
派
遣

社
員
間
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

○
本
来
の
業
務
範
囲
を
超
え

　
企
業
や
個
人
に
よ
っ
て
も
考
え
方

は
異
な
り
ま
す
が
、
客
観
的
な
視
点

か
ら
判
断
し
て
明
ら
か
に
本
来
の
業

務
範
囲
を
超
え
て
い
る
行
為

○
継
続
的
に

　
１
〜
２
回
の
言
動
で
も
パ
ワ
ハ
ラ

に
相
当
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す

が
、
通
常
は
執
拗
に
繰
り
返
す
こ
と

が
パ
ワ
ハ
ラ
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

○
相
手
の
人
格
と
尊
厳
を
侵
害
す
る

言
動
を
行
い

　
本
人
の
意
志
や
努
力
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
こ
と
に
対
す
る
非
難
や
中

傷
。
例
え
ば
、
身
体
的
特
徴
、
性
別
、

学
歴
、
生
い
立
ち
な
ど
。

○
就
労
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
あ
る
い

は
雇
用
不
安
を
与
え
る

　
上
司
な
ど
の
不
適
切
な
言
動
は
、

職
場
内
に
不
必
要
な
緊
張
感
を
持
た

せ
た
り
、
通
常
の
職
務
の
遂
行
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
と
業
務
指
導
の
境
目

　
職
場
に
お
い
て
は
、
業
務
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
、
管
理
職
に
一
定

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
、
部
下
に
対
し
て
指
導
や

叱
責
が
行
わ
れ
ま
す
。
取
引
先
へ
の

ア
ポ
イ
ン
ト
時
間
を
間
違
え
遅
刻
し

た
時
、
同
行
し
た
上
司
が
つ
い
「
何

や
っ
て
ん
だ
！
」
と
ど
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
パ
ワ
ハ
ラ
と
い

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
指
導
の
範

囲
内
の
叱
責
は
、
業
務
上
認
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

言
葉
に
嫌
が
ら
せ
が
加
わ
り
、
そ
れ

が
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
パ
ワ

ハ
ラ
行
為
と
な
り
ま
す
。
問
題
は
権

限
の
遂
行
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
権

限
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）

に
利
用
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題

　
人
種
、
民
族
、
年
齢
な
ど
を
理
由

と
し
た
差
別
は
、
人
権
問
題
で
あ
る

と
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
パ

ワ
ハ
ラ
」
も
相
手
の
人
権
を
無
視
し

た
不
快
感
を
与
え
る
行
為
で
あ
り
、

人
権
問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
組
織
内
で
の
上
下
関
係
は
絶
対

的
な
も
の
で
あ
り
、
上
司
は
部
下
に

対
し
て
時
と
し
て
威
嚇
的
な
言
動
を

と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
働
く
人
の

個
人
と
し
て
の
尊
厳
は
守
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る

行
為
は
人
権
侵
害
と
な
る
と
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
仕
事

だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
我
慢
し
て
い

た
社
員
も
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
と

と
も
に
考
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。

業
務
の
範
囲
を
超
え
た
個
人
の
尊
厳

を
不
当
に
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
動

は
、
明
ら
か
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

皆
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
な
の
で
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
を
ど
う
防
ぐ
か
は

 

認
識
の
共
有
が
重
要

○
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革

　
ま
ず
前
提
と
な
る
の
は
、
経
営

ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
で
す
。
パ
ワ
ハ

ラ
は
企
業
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
あ
り
、
こ
れ
を
断
固
防
止
す
る
と

い
う
姿
勢
を
全
従
業
員
に
意
識
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
健
全
な
職
場
環
境
の
構
築

　
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
に
個
別
的
に
対
応

す
る
前
に
、
自
分
た
ち
の
企
業
が
健

全
な
職
場
環
境
を
育
ん
で
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
人
、
外
国
人
な
ど
に
対
す
る

差
別
意
識
の
排
除
な
ど
、
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
が
職
場
環
境
と
し
て
根

付
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
基
本
と
な
る
人
権
意
識
が
欠
如
し

て
い
て
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
を
う
ま

く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
啓
発
活
動

　
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
に
は
、
ま
ず
啓

発
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
起
き
た
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
例
を
見

て
み
る
と
、
加
害
者
が
ま
っ
た
く
加

害
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
か
な
り
低
い
意
識
し
か
持

ち
得
な
か
っ
た
た
め
に
起
き
た
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
啓
発
活
動
に

よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
だ
れ
も
が
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
り
得
る
の
が
パ
ワ
ハ
ラ
で
す

か
ら
、
上
下
関
係
に
関
係
な
く
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
が
職
場
の
上
下
関
係
の
中

で
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
考
慮
し
、

対
象
に
応
じ
て
段
階
的
に
啓
発
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
一
貫
し
た
防
止
体
制
の
構
築

　
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
は
、
相
談
窓
口

な
ど
の
組
織
的
な
取
組
体
制
を
き
ち

ん
と
つ
く
ら
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
取
組
体
制
を
広

く
従
業
員
に
告
知
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　「
セ
ク
ハ
ラ
」
に
関
し
て
は
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
で
事
業
主
は
そ

の
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
令
上
の
定
め

は
な
い
も
の
の
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に

関
し
て
も
同
等
の
取
組
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　「
企
業
に
お
け
る
人
権
研
修
シ

リ
ー
ズ
　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

（
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
制
作
）

よ
り

　「パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
略
し
て
「
パ
ワ
ハ
ラ
」。
近
年
登
場
し
た
造

語
（
和
製
英
語
）
で
す
。
現
在
で
は
、
セ
ク
ハ
ラ
同
様
に
「
パ
ワ
ハ
ラ
」

も
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、誰
も
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題
で
す
。

　広報やまと１月号（１月25日発行）において、
記事に誤りがありました。関係者のみなさまに
は大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして
訂正します。
○24ページ　「マスターズ甲子園」　11行目　
　（誤）「12月24日」　→（正）「12月23日」
○27ページ　「山都町の人口」
　１月１日～12月31日の死亡届数
　（誤）「261人」　→（正）「298人」
○28ページ「旭日単光章受章」内
　（誤）「那須正則さん」　→（正）「奈須正則
さん」

平成24年 山都町消防団出初め式
　地域防災の要として活躍する、山都町消防団。平成24年の出初め式
が次のとおり開催されます。消防団の日々の訓練の成果を是非ご覧くだ
さい。今年は操法競技が行われます。

日時：３月４日（日）
　　　午前８時　入場行進
場所：山都町営中央グラウンド
　　　（雨天時　山都町営中央体育館）
内容：通常点検（幼年消防・少年消防
　　　クラブ・全１４分団）
　　　操法競技（全１４分団）

和
光
教
室
書
道
部
の
片
山
久
男
さ
ん
（
須
原
）
作



パ
ワ
ハ
ラ
と
業
務
指
導
の
境
目

パ
ワ
ハ
ラ
を
ど
う
防
ぐ
か
は

認
識
の
共
有
が
重
要

パ
ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題

何
が
パ
ワ
ハ
ラ
？

2223

季
節
の
う
た

季
節
の
う
た

書 

道

3月の当番医

〔平成２4年1月３1日現在〕

山都町の人口

訂正とお詫び

男
女
計
世帯

８，５７２人
９，１５６人
１７，７２８人
６，７４８戸

（－２０）
（－１２）
（－３２）
（－１１）

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
84

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い

当
然
の
権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

▼
や
ま
な
み
の
会

あ
か
ぎ
れ
に
薬
す
り
こ
む
母
に
似
て
　
　
　
　
今
村
　
芳
子

闘
病
の
命
大
事
に
年
を
越
す
　
　
　
　
　
　
　
赤
澤
扶
光
子

「
山
脈
」
の
製
本
終
へ
て
年
用
意
　
　
　
　
　  

岩
崎
　
延
枝

東
空
一
番
星
は
浮
か
び
居
る
西
の
空
に
は
二
番
星
出
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
エ
ミ

掃
き
寄
せ
る
落
ち
葉
の
音
の
軽
や
か
さ
わ
た
し
の
辞
世
も

か
く
あ
り
た
し
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
弘
子

気
が
付
け
ば
車
数
台
引
き
連
れ
て
わ
れ
先
導
者
農
道
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
閑
比
奈
子

▼
通
潤
句
会

初
読
の
西
行
歌
集
願
は
く
ば
　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
幸
子

寒
餅
や
夫
（
つ
ま
）
に
は
夫
の
幼
き
日
　
　
　
中
村
　
暢
子

▼
清
和
短
歌
会

す
す
き
穂
の
白
さ
よ
り
増
し
風
を
呼
ぶ
阿
蘇
の
広
野
に

白
波
が
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
叢
司

祖
父
の
そ
の
父
も
眺
め
た
高
千
穂
野
我
も
父
も
眺
め
て
生
涯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
瀬
　
哲
治

幾
度
か
死
線
を
越
え
て
生
か
さ
れ
て
奇
し
き
な
因
縁

米
寿
の
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
崎
　
孝
行

▼
馬
見
原
酔
山
会

裏
庭
に
妻
と
二
人
の
ど
ん
ど
か
な
　
　
　
　
　
長
谷
野
澄
博

帰
り
道
切
り
絵
の
ご
と
き
寒
の
月
　
　
　
　
　
高
田
ゆ
か
り

退
院
の
立
春
近
し
待
ち
遠
し
　
　
　
　
　
　
　
岩
永
　
　
博

（電話72-0210）

（電話72-1121）

（電話72-0307）

（電話72-0029）

３月４日

３月11日

３月18日

３月25日

坂本クリニック

矢部広域病院

野 田 医 院

伴 病 院

※（　）は前月比
※最高齢は１０６歳〔女性１人〕
※１月１日～１月３１日の出生届数
　１１人
※１月１日～１月３１日の死亡届数
　２８人

 

何
が
パ
ワ
ハ
ラ
？

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」
は
、
法
令
上
は
明

確
に
定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま

だ
不
明
確
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
一
般
的
に
は
「
職
場
内
で
の

地
位
や
権
限
を
利
用
し
た
い
じ
め
」

を
指
し
、「
職
権
な
ど
の
優
位
に
あ

る
権
限
を
背
景
に
、
本
来
の
業
務
範

囲
を
超
え
、
継
続
的
に
、
相
手
の
人

格
と
尊
厳
を
侵
害
す
る
言
動
を
行

い
、
就
労
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
、
あ

る
い
は
雇
用
不
安
を
与
え
る
こ
と
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
職
権
な
ど
優
位
に
あ
る
権
限
を
背

景
に

　
職
場
内
で
の
上
司
と
し
て
の
権
限

を
利
用
し
た
部
下
な
ど
に
対
す
る
行

為
。
パ
ワ
ハ
ラ
は
上
下
の
関
係
だ
け

で
な
く
、
同
僚
間
や
正
社
員
・
派
遣

社
員
間
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

○
本
来
の
業
務
範
囲
を
超
え

　
企
業
や
個
人
に
よ
っ
て
も
考
え
方

は
異
な
り
ま
す
が
、
客
観
的
な
視
点

か
ら
判
断
し
て
明
ら
か
に
本
来
の
業

務
範
囲
を
超
え
て
い
る
行
為

○
継
続
的
に

　
１
〜
２
回
の
言
動
で
も
パ
ワ
ハ
ラ

に
相
当
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す

が
、
通
常
は
執
拗
に
繰
り
返
す
こ
と

が
パ
ワ
ハ
ラ
の
条
件
と
な
り
ま
す
。

○
相
手
の
人
格
と
尊
厳
を
侵
害
す
る

言
動
を
行
い

　
本
人
の
意
志
や
努
力
で
は
カ
バ
ー

で
き
な
い
こ
と
に
対
す
る
非
難
や
中

傷
。
例
え
ば
、
身
体
的
特
徴
、
性
別
、

学
歴
、
生
い
立
ち
な
ど
。

○
就
労
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
あ
る
い

は
雇
用
不
安
を
与
え
る

　
上
司
な
ど
の
不
適
切
な
言
動
は
、

職
場
内
に
不
必
要
な
緊
張
感
を
持
た

せ
た
り
、
通
常
の
職
務
の
遂
行
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
と
業
務
指
導
の
境
目

　
職
場
に
お
い
て
は
、
業
務
を
円
滑

に
進
め
る
た
め
に
、
管
理
職
に
一
定

の
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
、
部
下
に
対
し
て
指
導
や

叱
責
が
行
わ
れ
ま
す
。
取
引
先
へ
の

ア
ポ
イ
ン
ト
時
間
を
間
違
え
遅
刻
し

た
時
、
同
行
し
た
上
司
が
つ
い
「
何

や
っ
て
ん
だ
！
」
と
ど
な
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
パ
ワ
ハ
ラ
と
い

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
指
導
の
範

囲
内
の
叱
責
は
、
業
務
上
認
め
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

言
葉
に
嫌
が
ら
せ
が
加
わ
り
、
そ
れ

が
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
と
パ
ワ

ハ
ラ
行
為
と
な
り
ま
す
。
問
題
は
権

限
の
遂
行
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
権

限
を
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
嫌
が
ら
せ
）

に
利
用
す
る
こ
と
な
の
で
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題

　
人
種
、
民
族
、
年
齢
な
ど
を
理
由

と
し
た
差
別
は
、
人
権
問
題
で
あ
る

と
広
く
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
パ

ワ
ハ
ラ
」
も
相
手
の
人
権
を
無
視
し

た
不
快
感
を
与
え
る
行
為
で
あ
り
、

人
権
問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
組
織
内
で
の
上
下
関
係
は
絶
対

的
な
も
の
で
あ
り
、
上
司
は
部
下
に

対
し
て
時
と
し
て
威
嚇
的
な
言
動
を

と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
で
は
、
働
く
人
の

個
人
と
し
て
の
尊
厳
は
守
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る

行
為
は
人
権
侵
害
と
な
る
と
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
仕
事

だ
か
ら
仕
方
な
い
」
と
我
慢
し
て
い

た
社
員
も
、
人
権
意
識
の
高
ま
り
と

と
も
に
考
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。

業
務
の
範
囲
を
超
え
た
個
人
の
尊
厳

を
不
当
に
傷
つ
け
る
よ
う
な
言
動

は
、
明
ら
か
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、

皆
が
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
な
の
で
す
。

 

パ
ワ
ハ
ラ
を
ど
う
防
ぐ
か
は

 

認
識
の
共
有
が
重
要

○
経
営
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革

　
ま
ず
前
提
と
な
る
の
は
、
経
営

ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
で
す
。
パ
ワ
ハ

ラ
は
企
業
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
要
因

で
あ
り
、
こ
れ
を
断
固
防
止
す
る
と

い
う
姿
勢
を
全
従
業
員
に
意
識
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
健
全
な
職
場
環
境
の
構
築

　
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
に
個
別
的
に
対
応

す
る
前
に
、
自
分
た
ち
の
企
業
が
健

全
な
職
場
環
境
を
育
ん
で
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
人
、
外
国
人
な
ど
に
対
す
る

差
別
意
識
の
排
除
な
ど
、
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
が
職
場
環
境
と
し
て
根

付
い
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
基
本
と
な
る
人
権
意
識
が
欠
如
し

て
い
て
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
を
う
ま

く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
啓
発
活
動

　
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
に
は
、
ま
ず
啓

発
活
動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
に
起
き
た
パ
ワ
ハ
ラ
の
事
例
を
見

て
み
る
と
、
加
害
者
が
ま
っ
た
く
加

害
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
か
な
り
低
い
意
識
し
か
持

ち
得
な
か
っ
た
た
め
に
起
き
た
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
啓
発
活
動
に

よ
り
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
だ
れ
も
が
加
害
者
に
も
被
害
者

に
も
な
り
得
る
の
が
パ
ワ
ハ
ラ
で
す

か
ら
、
上
下
関
係
に
関
係
な
く
共
通

認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、

パ
ワ
ハ
ラ
が
職
場
の
上
下
関
係
の
中

で
起
こ
り
や
す
い
こ
と
を
考
慮
し
、

対
象
に
応
じ
て
段
階
的
に
啓
発
し
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

○
一
貫
し
た
防
止
体
制
の
構
築

　
パ
ワ
ハ
ラ
の
防
止
は
、
相
談
窓
口

な
ど
の
組
織
的
な
取
組
体
制
を
き
ち

ん
と
つ
く
ら
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
そ
の
取
組
体
制
を
広

く
従
業
員
に
告
知
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　「
セ
ク
ハ
ラ
」
に
関
し
て
は
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
で
事
業
主
は
そ

の
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
令
上
の
定
め

は
な
い
も
の
の
、「
パ
ワ
ハ
ラ
」
に

関
し
て
も
同
等
の
取
組
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　「
企
業
に
お
け
る
人
権
研
修
シ

リ
ー
ズ
　
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

（
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー
制
作
）

よ
り

　「パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
略
し
て
「
パ
ワ
ハ
ラ
」。
近
年
登
場
し
た
造

語
（
和
製
英
語
）
で
す
。
現
在
で
は
、
セ
ク
ハ
ラ
同
様
に
「
パ
ワ
ハ
ラ
」

も
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、誰
も
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

パ
ワ
ハ
ラ
は
人
権
問
題
で
す
。

　広報やまと１月号（１月25日発行）において、
記事に誤りがありました。関係者のみなさまに
は大変ご迷惑をおかけしました。お詫びして
訂正します。
○24ページ　「マスターズ甲子園」　11行目　
　（誤）「12月24日」　→（正）「12月23日」
○27ページ　「山都町の人口」
　１月１日～12月31日の死亡届数
　（誤）「261人」　→（正）「298人」
○28ページ「旭日単光章受章」内
　（誤）「那須正則さん」　→（正）「奈須正則
さん」

平成24年 山都町消防団出初め式
　地域防災の要として活躍する、山都町消防団。平成24年の出初め式
が次のとおり開催されます。消防団の日々の訓練の成果を是非ご覧くだ
さい。今年は操法競技が行われます。

日時：３月４日（日）
　　　午前８時　入場行進
場所：山都町営中央グラウンド
　　　（雨天時　山都町営中央体育館）
内容：通常点検（幼年消防・少年消防
　　　クラブ・全１４分団）
　　　操法競技（全１４分団）

和
光
教
室
書
道
部
の
片
山
久
男
さ
ん
（
須
原
）
作



平成２3年度交通安全標語
コンクール入選作品

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の
標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご
紹介していきます。（学校名・学年は当時）

広報やまと　№84 2 月 号
発 行
編 集
発行日

：
：
：

熊本県山都町役場
企画振興課
平成24年2月22日

TEL.0967-72-1111
TEL.0967-72-1214

ホームページ：http://www.town.kumamoto-yamato.lg.jp

広や報まと広や報まと 2
No.84

2012(H24)

如月
2月22日発行

横断歩道　青になっても　みぎひだり　　　（清和小６年　中河　穂香）
あぶないよ　わきみケイタイ　事故のもと　（中島小６年　中川あまね）Contents 主な内容

４～５Ｐ…………………
６～７Ｐ………………
12～ 13Ｐ………………………

九州山地神楽祭り
県内市町村合同特集

まちの話題

16～ 17Ｐ……………………
21Ｐ……………………………
24Ｐ…………………………

どぶろく歌瀬
すくすく育て
農業コンクール

　１月２８日、蘇陽総合支所大ホールで開催された九州山地神楽
祭り。仁瀬本神社神楽、白石神楽のほか県内外４つの団体が、そ
の地に受け継がれる伝統の神楽のダイジェスト版を披露。会場を
埋めた３００人の神楽ファンを楽しませました。写真は白石神楽
の八雲舞（４～５ページに関連記事）

　
優
れ
た
農
業
経
営
や
、農
業
を
支
援
す

る
活
動
を
し
て
い
る
個
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
熊
本
県
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
（
県
・

Ｊ
Ａ
な
ど
農
業
団
体
・
熊
本
日
日
新
聞

主
催
）。第
52
回
を
迎
え
た
今
回
、興
梠
修

さ
ん
・
新
子
さ
ん
（
上
差
尾
）
が
経
営
体

部
門
の
優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ト
マ
ト
（
中
玉
）
80
ａ

を
中
心
と
し
た
経
営
を
行
う
興
梠
さ
ん
。

貯
水
池
を
作
り
、雨
水
を
竹
炭
で
浄
化
す

る
灌
水
技
術
を
活
用
し
て
農
業
用
水
を

確
保
す
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
確

立
し
て
い
ま
す
。冬
場
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

を
組
み
合
わ
せ
て
、効
率
的
な
労
働
を
実

施
。３
年
前
に
、
息
子
さ
ん
を
含
ん
で
家

族
経
営
協
定
を
結
び
、さ
ら
な
る
作
業

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ａ

阿
蘇
の
理
事
も
務
め
る
修
さ
ん
。新

子
さ
ん
と
と
も
に
地
域
農
業
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。

興
梠
さ
ん
夫
妻
は
、
２
０
０
８
年
に

は
、
県
野
菜
振
興
協
会
が
主
催
す
る

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
優
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。「
山
間
地

で
も
、
工
夫
し
て
農
業
用
水
を
確
保

で
き
れ
ば
、
立
派
な
ト
マ
ト
を
作
れ

る
と
い
う
こ
と
を
証
明
で
き
た
。」

と
受
賞
の
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
「
地
域
貢
献

賞
」を
飯
開
政
俊
さ
ん（
男
成
）が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。飯
開
さ
ん
は
、
イ

チ
ゴ
農
家
と
し
て
新
し
い
技
術
を

積
極
的
に
導
入
、
普
及
に
協
力
し
て

生
産
者
の
経
営
安
定
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

の
理
事
、
町
農
業
委
員
を
歴
任
さ

れ
、
地
域
農
業
の
課
題
解
決
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊本県農業コンクール大会経営体部門　優良賞

興梠　修さん・新子さん
（上差尾）

興梠修さん（左）・新子さん

飯開政俊さん

地
域
貢
献
賞
に
飯
開
政
俊
さ
ん

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

ト
マ
ト
部
会
が
優
賞

　
熊
本
県
野
菜
振
興
協
会
が
主
催
す
る
第
53

回
熊
本
県
野
菜
振
興
大
会
が
、
２
月
７
日
熊
本

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
第
１
回
野
菜

組
織
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
、Ｊ

Ａ
か
み
ま
し
き
ト
マ
ト
部
会
（
藤
原
修
一
部
会

長
）が
優
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
部
会
な
ど
組
織
で
の

活
動
が
評
価
さ
れ
ま
す
。目
標
を
た
て
、
そ
の

成
果
と
プ
ロ
セ
ス
が
審
査
さ
れ
る
も
の
で
、
今

回
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
ト
マ
ト
部
会
は
、①
生
産
性

の
向
上
②
品
質
向
上
③
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
の

目
標
を
設
定
。そ
の
目
標
へ
の
活
動
内
容
と
成

果
が
認
め
ら
れ
た
優
賞
で
す
。

受賞式の部会役員の方々。
左から荒木孝夫清和支部副支部長、藤原修一部会長、山村
信一郎副部会長。

舞い降りた神々の舞い


